
 

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実行委員会 

（ 令和７ 年度第１ 回）  

議 事 次 第 

 

 

                                       日 時： 令和７ 年６ 月 10 日（ 火）  

13 時 40 分から 14 時ま で 

（ 設置会議終了後）    

                                       場 所： 東京都庁第一本庁舎 19 階会議室 

１  開 会 

２  議 事 

議案１  令和７ 年度プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ  

実行委員会の運営に係る 各規程について 

議案２  令和７ 年度プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ  

事業計画及び予算計画について 

議案３  令和７ 年度プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ  

実施業務委託契約について 

 

【 配布資料】  

・ 実行委員会委員名簿 

 

＜議案１ ＞ 

・ 資料１ －１  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実行委員会 

事務規程（ 案）  

・ 資料１ －２  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実行委員会 

財務規程（ 案）  

・ 資料１ －３  個人情報保護方針（ 案）  

＜議案２ ＞ 

・ 資料２ －１  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏの実施に関する  

協定書（ 案）  

・ 資料２ －２  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ事業計画（ 案）  

・ 資料２ －３  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ予算計画（ 案）  

 



 

 

＜議案３ ＞ 

・ 資料３ －１  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実施業務委託 

仕様書（ 案）  

・ 資料３ －２  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実施業務委託 

企画提案募集要領（ 案）  

・ 資料３ －３  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実施業務委託 

企画選定委員会設置要領（ 案）  

・ 資料３ －４  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実施業務委託 

企画選定委員会審査要領（ 案）  



【別表１】

委員長 前田　千歳 東京都産業労働局観光振興担当部長

委員 神崎　章 新宿区文化観光産業部文化観光課長

委員 橋本　一朗 公益財団法人東京観光財団地域振興部長

委員 小林　洋平 一般社団法人新宿副都心エリア環境改善委員会　技術担当理事

委員 大山　真帆子 一般社団法人新宿観光振興協会　事務局長

【別表２】

監事 髙橋　佳宏 東京都産業労働局総務部計理課長

【別表３】

事務局長 山本　貴志 東京都産業労働局観光部旅行業・住宅宿泊事業専門課長

事務員 関谷　和貴 東京都産業労働局観光部振興課課長代理

事務員 山田　梨乃 東京都産業労働局観光部振興課主事

プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実行委員会　委員名簿（案）



 

７ プ国実委第１ 号 

令和７ 年 月 日 

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ ＯＫ Ｙ Ｏ実行委員会事務規程 

 

（ 目 的）  

第 1 条 こ の規程は、プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実行委員会

（ 以下「 委員会」 と いう 。） の事務の能率的運営と 、 その責任の明確化を図る ため、

必要な事項を定める 。  

 

（ 事案の決定）  

第２ 条 事案の決定は、委員会の会議で議決すべき も のを除く ほか、その重要度に応じ 、

別表１ に定める も のが行う も のと する 。  

２  事案を決定する 者（ 以下「 決定権者」 と いう 。） が不在で、 当該事案について至急

に決定を行う 必要がある と き は、 決定権者があら かじ め指定し た者が決定する 。  

 

（ 事案の決定方式）  

第３ 条 事案の決定は、 決定事項を記載し た文書（ 以下「 起案文書」 と いう 。） に当該

事案の決定権者が電磁的に表示し 、記録する 方式又は署名し 、 若し く は押印する 方式

によ り 行う も のと する 。  

２  前項の起案文書は、当該事案の決定権者が、原則と し て起案用紙（ 別記様式第１ 号）

によ り 自ら 作成し 、又は事務局職員のう ちから 起案者を指定し 、 その者に必要な指示

を与えて作成さ せる も のと する 。  

 

（ 文書の取り 扱い）  

第４ 条 文書は正確、 迅速、 丁寧に取り 扱い、 事務が能率的かつ適正に行われる よ う に

処理及び管理し なければなら ない。  

 

（ 文書主任の設置及び職務）  

第５ 条 事務局に文書主任を置く 。文書主任は事務局長が指名する も のと し 、東京都産

業労働局観光部振興課課長代理（ 事業支援担当）の職にある 者から 充てる こ と と する 。 

２  文書主任は、 事務局長の命を受け、 次の職務に従事する 。  

 （ １ ） 文書の収受、 配布及び発送に関する こ と  

 （ ２ ） 文書の審査に関する こ と  

 （ ３ ） 文書の整理、 保管、 保存、 引き 継ぎ及び廃棄に関する こ と  

 （ ４ ） その他文書事務に関し 必要なこ と  

 

（ 簿 冊）  

第６ 条 文書の管理は文書番号簿（ 別記様式第２ 号） に記載し て行わなければなら ない。 

 

（ 文書の記号と 番号）  

第７ 条 委員会が収発する 文書には「 プ国実委」 の記号を付し 、 一連の番号を記載し な

ければなら ない。  

（ 案）  
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（ 文書の浄書及び発送）  

第８ 条 浄書し た文書は、 起案文書と 照合の上、 第 12 条に定める と こ ろによ り 印章を

押印し 、 発送を要する も のは、 その手続き をし なければなら ない。  

２  浄書、 照合、 印章を押印、 発送をし た者は、 起案文書のそれぞれの欄に署名（ 電磁

的に記録する 方式も 含む） 又は押印し なければなら ない。  

 

（ 文書の整理及び保存）  

第９ 条 文書は、 常に整然と 分類し て整理し 、 完結・ 未完結の区分を明ら かにし 、 必要

に応じ て利用でき る よ う にし ておく と と も に、別表１ に定める 保存期間の間保管し て

おかなければなら ない。  

２  実行委員会の解散後も 保存期間が残存する 場合は、産業労働局観光部振興課が保存

期間を引き 継ぐ も のと する 。  

 

（ 印章の名称、 寸法、 ひな型等）  

第 10 条 委員会の事務局に、「 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実

行委員長」 の印を置く 。  

２  印章の書体、 ひな型及び寸法は別表２ のと おり と する 。  

 

（ 印章の管理）  

第 11 条 印章の管理は、 事務局長が行い、 印章に関する 事務をつかさ どる 。  

２  事務局長は、 文書主任に印章に関する 事務を処理さ せる こ と ができ る 。  

 

（ 印章の使用）  

第 12 条 印章の押印を求めよ う と する 者は、 印章使用簿（ 別記様式第３ 号） に必要な

事項を記入し 、押印し よ う と する 文書に決定済みの起案文書を添え、文書主任の照合

を受けなければなら ない。  

 

（ 印章の事前押印）  

第 13 条 定例的かつ定型的な文書等で、 印章管理者が適当と 認めたと き は、 前条の規

定に関わら ず、 同条の照合を行う 前に当該文書等に印章を押印する こ と （ 以下「 事前

押印」 と いう 。） ができ る 。  

２  文書主任は、 事前押印を求めよ う と する と き は、 あら かじ め印章事前押印・ 刷り 込

み申請書兼文書等処理簿（ 別記様式第４ 号）を印章管理者に提出し なければなら ない。 

３  文書主任は、別記様式第４ 号によ り 、事前押印し た文書等を適切に処理し なければ

なら ない。  

 

（ 印章の印影の刷り 込み）  

第 14 条 定例的かつ定型的な文書等で一時に多数印刷する 文書等のう ち、 印章管理者

が適当と 認めたと き は、その印章の印影を当該文書等に刷り 込むこ と によ り 印章の押

印に代える こ と ができ る 。  
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（ 情報公開）  

第 15 条 実行委員会の情報公開の取扱いについては、 東京都の例によ る 。  

 

（ 補 則）  

第 16 条 こ の規程に定めのない委員会の事務処理は、 都度その取り 扱いについて委員

会において定める 、 も し く は東京都に準じ て行う こ と と する 。  

 

附 則 

こ の規程は、 令和７ 年 月 日から 施行する 。  
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（ 様式第１ 号）

令 和 年 月 日

事務
局長

浄書照合

先方の文書

宛

先

令 和 年 月 日

発送

文書記号・ 番号 プ 国 実 委 第 号

令 和 年 月 日

文
書
の
取
扱
い

　
の
注
意

処

理

経

過

施　 　 行 令 和 年 月 日

　
回
付
・
施
行
上

公印照合・ 押印発

信

者

名

令 和 年 月 日

引

継

ぎ

決　 　 定 令 和 年 月 日

収　 　 受第　 　 　 号

保存期間

起　 　 案

施行予定

協

議

起

案

審

査

審

議

決

定

権

者

委員長
件

名

資料１ －１



（様式第２号） 文書番号簿

収受文書番号

備
考

委員長・事務局長

委員長・事務局長 備
考

文書番号

決 定

施行予定

収 受

施 行

起 案

件
名

起 案

第 号

決定区分

起 案 者

文書番号

決 定

第 号 収 受

件
名

施 行

施行予定

文書番号

決定区分

起 案 者

収受文書番号

第 号 収 受

件
名

施 行

決 定

施行予定

起 案

施行予定

文書番号

決定区分

起 案 者

委員長・事務局長 備
考

収受文書番号

決 定

第 号 収 受

件
名

施 行

起 案

収受文書番号

決定区分

起 案 者

委員長・事務局長 備
考

文書番号

件
名

施 行

決 定

施行予定

起 案

収受文書番号 第 号 収 受

決定区分

起 案 者

委員長・事務局長 備
考
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（様式第３号） 印章使用簿

年月日 記号・番号 宛先 部数 担当者名
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（様式第４号） 印章事前押印・刷り込み申請書兼文書等処理簿

プ国実委第　　　号

令和　年　月　日

印章管理者（プロジェクションマッピング国際アワ ードＴＯＫＹＯ実行委員会事務局長）殿

プロジェクションマッピング国際アワ ードＴＯＫＹＯ実行委員会事務局文書主任
（印章省略）

事前押印
下記のとおり、印章を するので、申請します。

刷り込み

記

（本文の色及び印章の色は、刷り込みの場合にのみ記入）

部文書等の種類

文書等の用途

申請理由

印章管理者

部数

本文の色

印章の色

部

部

承認・押印 使用終了・確認 　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

交付印 交付年月日 交付部数 交付外使用部数(その他用途等） 残部数 備考

事前押印・刷り込み部数

回付部数

　年　月　日 部

部

　年　月　日 部

部

部

部

　年　月　日

　年　月　日 部

部

　年　月　日 部

部

　年　月　日 部

部

部

部

　年　月　日

　年　月　日 部

部

　年　月　日 部

　年　月　日 部

　年　月　日 部

部

部

部
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別表１

決定権者 保存期間

1 　事業計画の実施に係る基本方針の策定に関すること。

2 　委員会の会議に関すること。

3 　規程の制定及び改廃に関すること。

4 　予定価格が 400万円以上の契約に関すること。

5 　前各号のほか、特に重要な事項に関すること。

1 　方針の決定している事業の執行に関すること。

2 　事務局の運営に関すること。（重要なもの）

3 　予定価格が400万円未満の契約に関すること。 ５年

4 　前各号のほか、定例的又は軽易な事項に関すること。 １年

別表２

書式 寸法

古印体 方24mm

事案の区分

委員長 ５年

事務局長

１年

ひな型

プロジェクション

マッピング

国際アワード

ＴＯＫＹＯ

実行委員長
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（ 案）  

７ プ国実委第１ 号 

令和７ 年 月 日 

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実行委員会財務規程 

 

（ 目的）  

第 1 条 こ の規程は、プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実行委員会

（ 以下「 委員会」 と いう 。） の財務及び会計についての基本的な事項を定める こ と に

よ り 、 委員会の事業の能率的かつ適正な実施に資する こ と を目的と する 。  

 

（ 財務管理の基本）  

第２ 条 委員会の財務は、 法令、 委員会事務規程及び本規程によ る ほか、 その他委員会

が定める 規程によ る 。  

 

（ 会計年度）  

第３ 条 委員会の会計年度は、 毎年４ 月１ 日から 翌年３ 月３ １ 日ま でと する 。  

２  収益及び費用の発生並びに資産、負債及び正味財産の増減又は異動の所属する 会計

年度は、 その原因と なる 事実の発生し た日の属する 会計年度と し 、 その日を決定し が

たい場合は、 その原因と なる 事実を確認し た日の属する 会計年度と する 。  

 

（ 会計責任者）  

第４ 条 委員会の会計責任者は、 委員長と する 。  

２  委員長は、 出納に関する 事務を事務局長に処理さ せる 。  

 

（ 科 目）  

第５ 条 委員会の勘定科目は、 別表によ り 処理する も のと する 。  

 

（ 予算編成及び執行の原則）  

第６ 条 予算は、事業計画に従い当該会計年度に見込ま れる 全ての収入およ び支出内容を

明瞭に表示する も のでなければなら ない。  

２  予算は、最小の経費をも って最大の効果を上げる よ う 編成し 、計画的かつ効率的に執

行し なければなら ない。  

 

（ 予算案の作成）  

第７ 条 委員長は、 事業計画及びそれに基づく 予算案を作成し 、 委員会の会議に提出す

る も のと する 。  

 

（ 予算の執行）  

第８ 条 事務局長は、 当該目的及び区分に従って、 予算を執行し なければなら ない。  

２  予算の支出は、 大科目に定めら れた金額の範囲内でこ れを行わなければなら ない。

ただし 、 予算執行上やむを得ない場合には、 予算を流用する こ と ができ る 。 こ の場合
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（ 案）  

において、 事務局長はその事由を付し て委員長の承認を受けなければなら ない。  

 

（ 指定金融機関）  

第９ 条 委員会の預金口座を設ける 金融機関（ 以下「 指定金融機関」 と いう 。） の指定

及び変更は、 事務局長が行う 。  

 

（ 金銭の出納）  

第 10 条 事務局に金銭出納員を置く 。 金銭出納員は事務局長が指名する も のと し 、 東

京都産業労働局観光部課長代理の職にある 者から 充てる こ と と する 。  

２  金銭出納員は、 金銭の出納にあたり 、 証憑類を審査し 、 出納の内容及び経過を明ら

かにし た文書、その他の関係書類を添付し 、事務局長の審査を受けなければなら ない。 

 

（ 収納手続）  

第 11 条 事務局長は、 収納金額が確定し たと き は、 請求書を作成し 、 納入者に送付し

なければなら ない。 ただし 、 口頭その他の方法によ り 納入の通知をする 場合はこ の限

り ではない。  

２  金銭を収納し た場合は、 原則と し て領収書を相手方に交付し なければなら ない。  

３  収納金は、 指定金融機関に預金する も のと し 、 直接こ れを支払資金に充ててはなら

ない。  

 

（ 支出手続）  

第 12 条 事務局長は、 支出を行おう と する と き は、 支出科目、 支払金額及び支出の内

容が適切である かを調査し て、 債権者から の請求書の内容を確認の上、 行わなければ

なら ない。 ただし 、 以下の場合はこ の限り ではない。  

 （ １ ） 請求書を徴収し がたい場合 

 （ ２ ） その他事務局長が請求書を徴する 必要がないと 認めた場合 

２  前項の規定によ り 、支出を行った場合は、 相手方から 領収証書を受け取ら なければ

なら ない。 ただし 、 領収証書を徴する こ と が困難な支払いについては、 事務局長の支

払証明書その他支払いの確認ができ る 書類によ って領収証書に代える こ と ができ る 。 

 

（ 立替払）  

第 13 条 事業の運営上、 立替払によ り 支払いを行う 必要がある 場合においては、 事務

局長は領収証書その他支払いの確認ができ る 書類を確認の上、立替払いをし た者に対

し 支出する こ と ができ る 。  

 

（ 仮 払）  

第 14 条 契約上又は事業の運営上、 資金の前渡又は概算によ り 支払いを行う 必要があ

る 場合においては、 仮払によ り 行う こ と ができ る 。  
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（ 案）  

（ 契約方法）  

第 15 条 実行委員会が契約を締結する 際に、 契約の相手方と なり 得る 者が複数いる 場合

は、 以下に掲げる 方法で競争性を確保し て相手方を決定し なければなら ない。  

（ １ ） 競争入札によ る 方式 

（ ２ ） 企画提案方式 

（ ３ ） 前２ 号以外で競争性を確保し た方法 

２  前項の契約の相手方の決定に際し ては、 当該契約の価格、 内容等を考慮し 、 委員会と

し て最適なも のを選択する も のと する 。  

 

（ 入札参加者の指名）  

第 16 条 実行委員会は、 一定の価額以上と なる 契約に係る 競争入札の参加者等を指名

し よ う と する 場合は、 その案をあら かじ め業者等選定委員会に付議する も のと する 。 

２  前項の予定金額並びに業者等選定委員会の組織及び運営については、 別に定める 。 

 

（ 随意契約）  

第 17 条 実行委員会は以下の各号に該当する 場合は、第 15 条の定めによ ら ず特定の１

者と 契約を締結する こ と ができ る 。  

 （ １ ） 契約の性質又は目的が競争入札に適し ないと き  

 （ ２ ） 競争入札に付する こ と ができ ないと き  

（ ３ ） 予定価格が以下に掲げる も のに該当する 場合 

( ア)  予定価格 300 万円未満の物品の買入れの契約 

( イ )  予定価格 200 万円未満の印刷物の制作の請負契約 

( ウ )  予定価格 200 万円未満の委託契約 

( エ)  予定価格 150 万円未満の物件等の借入れ 

 （ ４ ） 前各号に定める も ののほか、 事務局長が特に必要と 認めたと き  

２  前項第３ 号によ り 随意契約を締結する 場合、契約条項その他見積り に必要な事項を

示し て、 原則と し て二人以上の者から 見積書を徴さ なければなら ない。 ただし 、 予定

価格が 50 万円未満の契約については、 単数の見積書を徴取する のみで差し 支えない

も のと する 。  

３  第１ 項各号によ り 特定の１ 者と 契約を締結する 場合、 前項但書によ る 契約を除き 、

事務局長は特定の１ 者と 契約する 理由を 明示し て実行委員会の承認を 受けなければ

なら ない。 なお、 前項但書によ り 契約を締結する 場合でも 、 契約の相手方が特別の利

害関係を有する 場合は、事務局長は特定の１ 者と 契約する 理由を明示し て実行委員会

の承認を受けなければなら ない。  

 

（ 契約書の作成等）  

第 18 条 事務局長は、 契約の相手方が決定し たと き は、 遅滞なく 契約の目的、 契約事

項及び履行期限その他必要な事項を記録し た契約書を作成し なければなら ない。  

２  前項の規定にかかわら ず、 次の各号のいずれかに該当する 場合は、 契約書の作成を

省略する こ と ができ る 。  
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（ 案）  

 （ １ ） 電気、 公衆電気通信等の役務の提供を受ける も の又は法令等の定めによ り その

必要がないも のである と き 。  

（ ２ ） 契約金額 100 万円未満の契約 

 （ ３ ） 物品を売り 払う 場合において、 買受人が代金を即時に支払って物品を引き 受け

る と き  

 （ ４ ） 前各号に掲げる も ののほか、 随意契約によ る 場合で、 慣行によ る も の、 又は事

務局長がその必要がないと 認めたも のである と き  

３  前項の規定によ り 、 契約書の作成を 省略する 場合においても 、 軽易なも の又は契 

約の性質上必要がないと 認める 場合を除き 、 契約の適正な履行を確保する ため、 請書

その他こ れに準ずる 書類を徴する も のと する 。  

 

（ 検 査）  

第 19 条 事務局長は、 請負契約、 物品の買入れ又は役務の提供を受ける 契約について

は、 その受ける 給付の完了の確認をする ため、 あら かじ め職員を指名し 、 必要な検査

をさ せなければなら ない。  

 

（ 決算資料の作成等）  

第 20 条 委員長は、 会計年度終了後、 収支計算書及び事業報告書を速やかに作成し 、

委員会の会議に提出し 、 承認を得る こ と と する 。  

 

（ 現金出納簿）  

第 21 条 事務局長は、 委員会の適正な財務管理を図る ため、 現金出納簿（ 別記様式第

１ 号） を備え整理し なければなら ない。  

 

（ 補 則）  

第 22 条 こ の規程に定めのない委員会の会計処理は、 事務局長が定める 。  

 

 

附 則 

こ の規程は、 令和７ 年 月 日から 施行する 。  
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別表

（収入の部）

大科目

負担金収入

協賛金収入

雑収入

（支出の部）

大科目 中科目 内容

委託料 会場の設営、装飾等及び事業運営に係る委託経費

雑支出 その他の支出

会議費 委員会の開催等に係る経費

消耗品費 事務運営に係る消耗品の経費

役務費 振込手数料、保険料、その他の経費

雑支出 その他の支出

事業運営費

事務局運営費

内容

東京都からの負担金収入

協賛企業等からの協賛金収入

その他の収入
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（様式第１号）

残

計

現金出納簿

年月日 摘要 受 払
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（ 案）  

個人情報保護方針 

 

 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実行委員会（ 以下「 実行委員会」

と いう 。） では、 個人情報の収集・ 利用・ 管理について、 次のと おり 適切に取り 扱う と

と も に、 安全性を確保する ために次の取組を実施いたし ま す。  

 

１  個人情報の保護に関する 法令等の遵守 

  実行委員会の実施する 催事等に係る 個人情報の取り 扱いに当たっては、「 個人情報

の保護に関する 法律」 及びその他の関係法令を遵守いたし ま す。  

 

２  実行委員会と し ての責務 

個人情報を収集する 際は、 その収集目的を明示し 、 目的を達成する ために必要な範

囲内で行う こ と を明ら かにし た上で、本人の意思によ る 情報の提供を受ける こ と を原

則と し ま す。  

ま た、個人情報の収集目的を超えた実行委員会内における 利用及び実行委員会委員

以外の者への提供は、 今後の催事等開催に係る 案内や、 催事等主催団体から の施策及

びこ れに関連する 内容の案内・ 照会等の場合を除き 、 一切いたし ま せん。  

 

３  個人情報の安全管理措置の徹底 

個人情報を取り 扱う 情報管理の責任者を置き 、個人情報保護のための適切な管理に

取り 組みま す。  

ま た、 提供を受けた個人情報を漏えい、 盗難、 紛失、 破損等から 保護し 維持する た

め、 適切な対策を講じ ま す。  

 

４  その他個人情報の取り 扱いに関する 事項 

本人から 自己の個人情報について開示又は利用停止を 求めら れた場合及び開示の

結果、 誤った情報があり 、 訂正又は削除を 求めら れた場合は、 遅滞なく 対応し ま す。 

ま た、 実行委員会委員、 実行委員会事務局及び関係機関のすべての者に対し てこ の

方針を徹底し 、 セキュ リ ティ 意識の向上を図り ま す。 個人情報に関する 問い合わせ・

開示請求等については、 下記ま でお問い合わせく ださ い。  

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実行委員会 

                 東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

                 電話 ０ ３ －５ ３ ２ ０ －４ ７ ６ ８ （ 直通）  
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（ 案）  

 

令 和 ７ 年 度 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 国 際 ア ワ ー ド Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の  

実 施 に 関 す る 協 定 書  

 

 東 京 都 を 甲 と し 、 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 国 際 ア ワ ー ド Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実 行 委 員 会

を 乙 と し て 、 甲 乙 間 に お い て 、 次 の 条 項 に よ り 協 定 （ 以 下 「 本 協 定 」 と い う 。 ） を 締

結 す る 。 な お 、 共 催 協 定 に つ い て は 別 途 定 め る 。  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  本 協 定 は 、 東 京 で プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ を 軸 と し た 光 の 祭 典 を 実 施 し 、

東 京 の 夜 間 に お け る 魅 力 を 国 内 外 へ 発 信 す る 「 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 国 際 ア

ワ ー ド Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 」 （ 以 下 「 本 事 業 」 と い う 。 ） の 円 滑 な 実 施 に 必 要 な 事 項 を 定 め

る こ と を 目 的 と す る 。  

 

（ 協 定 期 間 ）  

第 ２ 条  本 協 定 の 期 間 は 、 協 定 締 結 の 日 か ら 令 和 ８ 年 ３ 月 31日 ま で と す る 。  

 

（ 事 業 内 容 ）  

第 ３ 条  甲 及 び 乙 は 、 本 事 業 を 円 滑 に 実 施 す る た め 、 別 紙「 事 業 計 画 」 に 掲 げ る 事 業

そ の 他 必 要 な 事 業 を 行 う 。  

 

（ 業 務 分 担 ）  

第 ４ 条  甲 及 び 乙 は 、 そ れ ぞ れ 次 に 掲 げ る 業 務 を 分 担 す る 。  

（ １ ） 甲 の 分 担 業 務   

 ア  本 事 業 の 企 画 ・ 実 施 等 に 関 す る 協 議 及 び 助 言  

 イ  甲 の 媒 体 を 用 い た 広 報 等  

（ ２ ） 乙 の 分 担 業 務  

 ア  本 事 業 の 企 画 、 広 報 、 実 施 等 に 関 す る 業 務 全 般  

 イ  そ の 他 本 事 業 の 実 施 に 必 要 な 事 項  

 

（ 経 費 負 担 ）  

第 ５ 条  本 事 業 の 実 施 に 要 す る 経 費 は 、 別 紙 「 予 算 計 画 」 に 基 づ き 、 甲 が 負 担 す る 。 

２  本 事 業 の 実 施 に お い て 、 乙 は 、 民 間 事 業 者 等 か ら 協 賛 金 を 募 る こ と が で き る も の

と し 、 こ れ を 前 項 に 規 定 す る 甲 の 負 担 金 に 充 当 す る こ と が で き る 。  

３  本事業に 係 る 費 用 の 精 算 の 結 果 、 欠 損 金 が 生 じ た と き は 甲 の 負 担 と す る 。  

  た だ し 、本 事 業 の 総 事 業 費 が 第 １ 項 に 定 め る 甲 の 負 担 額 を 下 回 っ た 場 合 は 、乙 は 、

甲 の 負 担 額 か ら 総 事 業 費 を 差 し 引 い た 額 に 乙 が 本 事 業 実 施 に 当 た っ て 収 入 し た 協

賛 金 等 の 総 計 を 加 え た 額 を 甲 に 返 還 す る も の と す る 。  

 

（ 事 業 計 画 の 変 更 ）  

第 ６ 条  甲 及 び 乙 が 第 ３ 条 に 定 め る 事 業 の 内 容 及 び 第 ５ 条 に 定 め る 経 費 負 担 額 を 大

幅 に 変 更 し 、 又 は 本 事 業 を 中 止 す る 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、 甲 乙 間 に お い て 協 議 す

る も の と す る 。  

 

（ 負 担 金 の 払 込 み ）  

第 ７ 条  乙 は 、 甲 に 対 し て 本 事 業 の 負 担 金 の 支 払 を 請 求 し 、 甲 は そ の 内 容 を 審 査 し 、
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（ 案）  

適 正 と 認 め た と き に は 、 請 求 金 額 を 乙 に 支 払 う も の と す る 。  

 

（ 経 理 ）  

第 ８ 条  乙 は 、 本 事 業 に 係 る 収 入 及 び 支 出 を 明 ら か に す る た め 帳 簿 を 備 え 、 当 該 収 入

及 び 支 出 に つ い て 証 拠 書 類 を 整 理 し 、 常 に 経 理 状 況 を 明 ら か に す る と と も に 、 当 該

帳 簿 及 び 当 該 証 拠 書 類 は 、 本 事 業 終 了 後 ５ 年 間 保 管 す る も の と す る 。  

２  甲 は 乙 に 対 し 、 い つ で も 前 項 に 定 め る 経 理 に 係 る 帳 簿 等 の 閲 覧 を 求 め る こ と が で

き る 。  

 

（ 報  告 ）  

第 ９ 条  乙 は 、 本 事 業 の 終 了 後 、 別 記 第 １ 号 様 式 に よ り 速 や か に 事 業 報 告 書 、 収 支 決

算 書 及 び そ の 他 甲 の 指 示 す る 書 類 を 甲 に 提 出 し 、 そ の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 負 担 金 の 精 算 ）  

第 10条  甲 は 、 前 条 の 規 定 に よ り 提 出 の あ っ た 書 類 に 基 づ き 、 本 事 業 の 終 了 後 速 や か

に そ の 内 容 を 調 査・ 審 査 の 上 、適 当 と 認 め ら れ る と き は 、甲 の 負 担 金 の 額 を 確 定 し 、

乙 に 対 し て 別 記 第 ２ 号 様 式 に よ り 通 知 す る 。  

２  乙 は 、 前 項 に よ る 額 の 確 定 通 知 を 受 け た と き は 、 た だ ち に 別 記 第 ３ 号 様 式 に よ り

精 算 す る も の と す る 。  

 

（ 事 務 処 理 状 況 の 調 査 ）  

第 11条  甲 は 、 必 要 と 認 め る と き は 、 乙 の 事 務 処 理 状 況 を 調 査 す る こ と が で き る 。  

２  甲 は 前 項 の 調 査 に 当 た り 、 い つ で も 第 ８ 条 に 定 め る 帳 簿 そ の 他 の 関 係 書 類 等 の 提

出 を 乙 に 求 め る こ と が で き る 。  

 

（ 協 定 の 解 除 及 び 負 担 金 の 返 還 ）  

第 12条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 甲 又 は 乙 は 本 協 定 を 任 意 に 解 除 す る

と と も に 、 当 該 時 点 ま で に か か っ た 実 費 に つ い て 、 甲 乙 協 議 の 上 、 相 応 の 負 担 を す

る も の と す る 。 な お 、 実 費 に 係 る 負 担 を 除 き 、 甲 は 乙 に 対 し 支 払 っ た 負 担 金 の 一 部

又 は 全 部 に つ い て 返 還 を 求 め る こ と が で き る 。  

（ １ ） 甲 又 は 乙 が 本 協 定 の 各 条 項 に 著 し く 違 反 し た と き  

（ ２ ） 甲 に お い て 、 公 益 上 の 見 地 か ら 本 事 業 を 中 止 す る 必 要 が 生 じ た と き  

２  甲 及 び 乙 は 、 前 項 各 号 の 規 定 に 基 づ き 、 本 協 定 を 解 除 し た た め 本 協 定 の 相 手 方 に

損 害 が 生 じ て も 、 そ の 賠 償 の 責 め を 負 わ な い 。  

 

（ 延 滞 金 及 び 違 約 加 算 金 ）  

第 13条  甲 が 前 条 の 規 定 に よ り 乙 に 負 担 金 の 返 還 を 求 め た 場 合 に お い て 、 乙 が 甲 指 定

の 期 日 ま で に 納 付 し な か っ た と き は 、 納 期 日 の 翌 日 か ら 納 付 の 日 ま で の 日 数 に 応 じ 、

そ の 未 納 付 額 に つ き 、 年 10. 95パ ー セ ン ト の 割 合 で 計 算 し た 延 滞 金（ 100円 未 満 の 場

合 を 除 く 。 ） を 納 付 す る 。  

２  前 項 の 規 定 に 該 当 し 、 本 協 定 を 解 除 し て 、 甲 が 乙 に 負 担 金 の 返 還 を 求 め た 場 合 に

お い て は 、 負 担 金 の 受 領 日 か ら 納 付 日 ま で の 日 数 に 応 じ 、 当 該 負 担 金 の 額 に つ き 、

年 10. 95パ ー セ ン ト の 割 合 で 計 算 し た 違 約 加 算 金 （ 100円 未 満 の 場 合 を 除 く 。 ） を 納

付 す る 。  

 

（ 延 滞 金 及 び 違 約 加 算 金 の 計 算 ）  

第 14条  甲 が 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 乙 に 延 滞 金 の 納 付 を 求 め た 場 合 に お い て 、 返 還
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（ 案）  

を 求 め た 負 担 金 の 未 納 付 額 の 一 部 が 納 付 さ れ た と き は 、 当 該 納 付 の 日 の 翌 日 以 降 の

期 間 に 係 る 延 滞 金 の 計 算 の 基 礎 と な る べ き 未 納 付 額 は 、 そ の 納 付 金 額 を 控 除 し た 額

に よ る も の と す る 。  

２  甲 が 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 乙 に 違 約 加 算 金 の 納 付 を 求 め た 場 合 に お い て 、 乙 の

納 付 し た 金 額 が 返 還 を 求 め た 負 担 金 の 額 に 達 す る ま で は 、 そ の 納 付 金 額 は 、 ま ず 返

還 を 求 め た 負 担 金 の 額 に 充 て る も の と す る 。  

 

（ 損 害 賠 償 責 任 ）  

第 15条   甲及び乙は、本 協 定 に 定 め る 義 務 を 履 行 し な い た め 本 協 定 の 相 手 方 に 損 害 を 与

え た と き は 、 そ の 損 害 に 相 当 す る 金 額 を 損 害 賠 償 と し て そ の 相 手 方 に 支 払 わ な け れ

ば な ら な い 。  

２  本 事 業 の 実 施 に 当 た り 、 甲 又 は 乙 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ り 、 本 協 定 の 相 手 方

又 は 第 三 者 に 損 害 を 与 え た と き は 、 そ の 損 害 を 賠 償 す る 責 を 負 う 。  

３  前 項 の 場 合 に お い て 、 損 害 を 受 け た 第 三 者 の 求 め に 応 じ 甲 又 は 乙 が 損 害 を 賠 償 し

た と き は 、 甲 又 は 乙 は そ の 相 手 方 に 対 し て 、 賠 償 し た 金 額 及 び 賠 償 に 伴 い 発 生 し た

費 用 を 求 償 す る こ と が で き る 。  

 

（ 緊 急 時 の 対 応 ）  

第 16条   甲及び乙は、 本事業の 実施期間中、 運営業務の実施に 関連し て 事故、 災害、 そ の 他の

緊急事態（ 以下「 緊急事態」 と い う 。 ） が発生し た 場合に 備え 、 対処に 関する 体制の 整備そ

の他必要な 措置に関する 事項を 定め な け ればな ら な い。  

２  甲 及 び 乙 は 、緊 急 事 態 が 発 生 し た 場 合 は 、速 や か に 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に 、

関 係 者 に 対 し て 緊 急 事 態 発 生 の 旨 を 通 報 し な け れ ば な ら な い 。  

３  緊 急 事 態 が 発 生 し た 場 合 は 、 甲 及 び 乙 は 、 事 故 等 の 原 因 調 査 に 当 た ら な け れ ば な

ら な い 。  

 

（ 暴 力 団 等 の 排 除 ）  

第 17条   乙は、 本事業の 運営業務を 実施する に当た り 、 暴力団（ 東京都暴力団排除条例（ 平成

23年東京都条例第54号。以下「 暴排条例」 と い う 。） 第２ 条第２ 号に 規定する 暴力団を い う 。

以下同じ 。 ） 、 法人そ の 他の 団体の 代表者、 役員又は使用人そ の 他の 従業員若し く は構成員

に 暴力団員等（ 暴排条例第２ 条第３ 号に 規定する 暴力団員及び同条第４ 号に 規定する 暴力

団関係者を い う 。 ） に よ る 不当若し く は違法な 要求又は本協定の 適正な 履行を 妨げる 妨害

を 受け た と き は、 次の 義務を 負う も の と する 。  

（ １ ） 断固と し て 不当介入を 拒否する こ と  

（ ２ ） 甲に 報告する こ と  

（ ３ ） 警察に通報する と と も に 捜査上必要な 協力を する こ と  

 

（ 個人情報の取扱い）  

第 18条  甲 及 び 乙 が 、 分 担 業 務 に 関 し て 取 得 し た 個 人 情 報 は 、 各 々 が 保 有 す る 個 人 情

報 と し 、 他 人 に 漏 ら し て は な ら な い 。 運 営 業 務 終 了 後 に お い て も 同 様 と す る 。  

２  甲 及 び 乙 は 、 各 々 が 保 有 す る 個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て 、 関 連 法 令 等 を 遵 守 し 、

適 正 に 管 理 を 行 う 。  

３  甲 又 は 乙 の 故 意 ・ 過 失 に よ り 事 故 が 生 じ た 場 合 は 、 各 々 の 責 任 と 費 用 負 担 に よ り

こ れ を 解 決 す る 。  

４  甲 及 び 乙 は 、 本 事 業 に 係 る 業 務 が 終 了 し た と き は 、 各 々 が 保 有 す る 個 人 情 報 に つ

い て 、法 令 等 に あ ら か じ め 定 め ら れ た 保 存 年 限 に 従 い 保 管 し た 後 、適 正 に 廃 棄 す る 。 
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（ 裁判管轄）  

第 19条  本 協 定 に 関 し て 生 じ た 甲 乙 間 の 紛 争 に つ い て は 、 東 京 地 方 裁 判 所 を 第 一 審 の

専 属 的 合 意 管 轄 裁 判 所 と す る 。  

 

（ 権利の帰属）  

第 20条  本 事 業 の 実 施 に よ り 得 ら れ る 成 果 ・ 著 作 権 は 、 乙 に 帰 属 す る も の と す る 。  

２  甲 及 び 乙 並 び に 乙 の 構 成 員 は 、 そ れ ぞ れ の 事 業 に お い て 必 要 が あ る と 認 め る 場 合

に は 、 本 件 に よ る 乙 の 保 有 成 果 物 を 利 用 で き る も の と し 、 乙 は 別 途 著 作 権 使 用 料 を

請 求 し な い も の と す る 。  

３  そ の 他 、 権 利 の 帰 属 に 関 し て 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 、 別 途 協 議 の 上 、 決 定 す る も の

と す る 。  

 

（ 協 定 内 容 の 変 更 ）  

第 21条  甲 及 び 乙 は 、 運 営 業 務 の 内 容 等 を 変 更 す る 必 要 が あ る と き 又 は 、 経 済 情 勢 の

変 動 、 不 可 抗 力 そ の 他 予 期 す る こ と が で き な い 事 由 に よ り 本 協 定 に 定 め る 条 件 が 不

適 当 と な っ た 場 合 は 、 協 議 の 上 本 協 定 の 内 容 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

 

（ そ の 他 ）  

第 22条  本 協 定 の 各 条 項 の 解 釈 に つ い て 疑 義 が 生 じ た と き 又 は 本 協 定 に 定 め の な い

事 項 に つ い て は 、 甲 及 び 乙 は そ の 都 度 誠 意 を も っ て 協 議 を 行 い 、 こ れ を 決 定 す る も

の と す る 。  

 

 本 協 定 締 結 の 証 と し て 甲 及 び 乙 は 、本 協 定 書 を ２ 通 作 成 し 、そ れ ぞ れ 記 名 押 印 の 上 、

そ の １ 通 を 保 有 す る 。  

 

令 和 ７ 年   月   日  

 

       東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 二 丁 目 ８ 番 １ 号  

   甲    東 京 都  

        東 京 都 知 事            小 池  百 合 子  

 

        

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 二 丁 目 ８ 番 １ 号  

   乙    プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 国 際 ア ワ ー ド Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実 行 委 員 会  

        委 員 長             前 田  千 歳  
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（ 別記第１ 号様式）  

 

 

 令和  年  月  日 

 

 

 東 京 都 知 事  殿 

 

 

 

                    所 在 地 

                                       名 称 

代表者氏名               

 

 

 

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の 

実施に係る 事業報告書・ 収支決算書の提出について 

 

 

 

  こ のこ と について、 プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ 国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の実施に関する 協

定書 

第９ 条の規定に基づき 、 別添のと おり 提出し ま す。  
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（ 別記第２ 号様式）  

 

産労観振第     号 

 令和  年  月  日 

 

名称  

代表者名        

 

 

東京都知事   小池 百合子 

 

 

 

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の実施に係る  

事業報告書・ 収支決算書の承認及び東京都負担額の確定について 

 

 

   こ のこ と について、 令和  年  月  日付けで提出のあ り ま し たプロ ジェ ク ショ ン マ

ッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の 実 施 に 係 る 事 業 報 告 書 及 び 収 支 決 算 書 に つ い て

は 、 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 国 際 ア ワ ー ド Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の 実 施 に 関 す る 協

定 書 第 1 0 条 の 規 定 に 基 づ き 、 記 載 の と お り 承 認 し ま す 。  

ま た 、 東 京 都 が 負 担 す る 額 に つ い て 、 下 記 の と お り 確 定 し ま し た の で 通 知

し ま す 。  

 

 

 

記 

 

 

 

 負担金額確定額   

金            円 
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（ 別記第３ 号様式）  

 

令和  年 月 日 

 

 東 京 都 知 事  殿 

 

 

名称  

代表者名         

 

 

 

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の実施に係る 負担金精算書 

 

 

 

こ のこ と について、 令和  年  月 日付 産労観振第   号で額の確定通知を 受け

た負 担 金 に つ い て 、 プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ 国 際 ア ワ ー ド Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ の

実 施 に 関 す る 協 定 書 第 10条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 下 記 の と お り 精 算 し ま す 。  

 

 

 

記 

 

 

１  概算受領額 

  金            円 

 

２  精算額 

  金            円 

 

３  差引額  

金            円 
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（ 別紙（ 第３ 条関係））  

 

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 事業計画 

 

１  事業目的 

  本事業は、 東京でプロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グを 軸と し た光の祭典を 実施し 、 東京の夜間に

おける 魅力を 国内外へ発信する こ と で、 東京のプレ ゼン ス を 一層高める と と も に、 民間事業者

等によ る プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グの取組の裾野拡大と その定着を 図る こ と を 目的と する 。  

 

２  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 事業の概要 

ア プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際大会  

（ １ ） 実施時期 

令和８ 年５ 月 23 日（ 土）・ 24 日（ 日）、 30 日（ 土）・ 31 日（ 日）（ 予定）  

（ ２ ） 実施内容 

    プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際大会の企画、 実施 

（ ３ ） 開催場所 

メ イ ン 会場： 都庁第一本庁舎、 都民広場 

    サブ会場： 都庁通り 、 その他周辺施設 等 

（ ４ ） 運営方法 

    実行委員会にて企画・ 運営を 行う 。  

企画・ 運営に当たっ ては、 委託業者を 選定し 、 事業の一部を 実施さ せる 。  

  

イ  光のエン タ ーテイ ン メ ント  

（ １ ） 実施時期 

令和８ 年５ 月 23 日（ 土） から 31 日（ 日） ま で（ 予定）  

 （ ２ ） 実施内容 

    西新宿エリ アにおける 光のエン タ ーテイ ン メ ン ト のイ ベン ト の企画、 実施 

（ ３ ） 開催場所 

   西新宿エリ ア（ 都民広場、 その他周辺施設 等）  

（ ４ ） 運営方法 

    実行委員会にて企画・ 運営を 行う 。  

企画・ 運営に当たっ ては、 委託業者を 選定し 、 事業の一部を 実施さ せる 。  
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（ 別紙（ 第５ 条関係））  

 

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 予算計画 

 

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード TOKYOに伴う 予算を 、 下記のと おり 編成する 。  

 

記 

 

（ 収入の部）  

大科目 内容 金額 備考 

負担金収入 東京都負担金 280, 000, 000   

協賛金収入 企業等協賛金 0   

雑収入 その他収入 0   

計 280, 000, 000    

 

（ 支出の部）  

大科目 中科目 金額 備考 

事業運営費 

委託料 265, 500, 000 イ ベン ト 実施に係る 業務委託 

雑支出 10, 500, 000   

事務局運営費 

会議費 300, 000   

消耗品費 200, 000   

役務費 500, 000   

雑支出 3, 000, 000   

計 280, 000, 000    
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７ プ国実委第  号 

令和７ 年  月  日 

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 事業計画 

 

１  事業目的 

  本事業は、 東京でプロ ジェ ク ショ ンマッ ピングを軸と し た光の祭典を実施し 、 東京

の夜間における 魅力を国内外へ発信する こ と で、東京のプレ ゼンス を一層高める と と

も に、民間事業者等によ る プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ングの取組の裾野拡大と その定着

を図る こ と を目的と する 。  

 

２  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 事業の概要 

ア プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際大会 

（ １ ） 実施時期 

令和８ 年５ 月 23 日（ 土）・ 24 日（ 日）、 30 日（ 土）・ 31 日（ 日）（ 予定）  

（ ２ ） 実施内容 

    プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際大会の企画、 実施 

（ ３ ） 開催場所 

    メ イ ン会場： 都庁第一本庁舎、 都民広場 

    サブ会場： 都庁通り 、 その他周辺施設 等 

（ ４ ） 運営方法 

    実行委員会にて企画・ 運営を行う 。  

企画・ 運営に当たっては、 委託業者を選定し 、 事業の一部を実施さ せる 。  

 

イ  光のエンタ ーテイ ンメ ント  

（ １ ） 実施時期 

令和８ 年５ 月 23 日（ 土） から 31 日（ 日） ま で（ 予定）  

（ ２ ） 実施内容 

    西新宿エリ アにおける 光のエンタ ーテイ ンメ ント のイ ベント の企画、 実施 

（ ３ ） 開催場所 

    西新宿エリ ア（ 都民広場、 その他周辺施設 等）  

（ ４ ） 運営方法 

    実行委員会にて企画・ 運営を行う 。  

企画・ 運営に当たっては、 委託業者を選定し 、 事業の一部を実施さ せる 。  
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プロジェクションマッピング国際アワードTOKYOに伴う予算を、下記のとおり編成する。

（収入の部）

(支出の部）

0

プロジェクションマッピング国際アワードTOKYO予算計画（案）

記

大科目 内容 金額 備考

負担金収入 東京都負担金 280,000,000

雑収入 その他収入 0

協賛金収入 企業等協賛金

計 280,000,000

大科目 中科目 金額 備考

事業運営費

委託料 265,500,000 イベント実施に係る業務委託

雑支出 10,500,000

消耗品費 200,000

役務費 500,000

雑支出 3,000,000

計 280,000,000

事務局運営費

会議費 300,000
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（ 案）  

仕 様 書 

 

 

第１  委託件名 

 プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際アワード Ｔ ＯＫＹ Ｏ実施業務委託 

 

第２  目的 

 プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際アワード Ｔ ＯＫＹ Ｏ（ 以下「 本事業」 と いう 。） は、 東京でプロ

ジェク ショ ンマッ ピングを軸と し た光の祭典を実施し 、 東京の夜間における魅力を国内外へ発信する

こ と で、 東京のプレゼンスを一層高めると と も に、 民間事業者等によ るプロ ジェク ショ ンマッ ピング

の取組の裾野拡大と その定着を図るこ と を目的と する 。  

 

第３  契約期間 

 契約確定の日の翌日から 令和８ 年７ 月 31 日まで 

 

第４  履行場所 

 プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際アワード Ｔ ＯＫＹ Ｏ実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。）

が指定する場所（ 別紙１ 「 対象エリ ア想定」 のと おり ） と する 。 その他のエリ アについても 、 本事業

の実施にあたり 、 当該地域の団体や事業者等から の連携・ 協力が得ら れた場合には、 こ の限り ではな

い。  

 

第５  「 プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際アワード Ｔ ＯＫＹ Ｏ」 の概要 

 本事業は、 以下の１ 及び２ に挙げる 「 光の祭典」 の実施を中心と し た構成と する こ と 。 なお、 主な

対象者は、 国内外観光客、 西新宿の在勤者及び在住者、 都民や首都圏在住者等と する。  

 

 １  プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大会 

 （ １ ） 実施時期 

        令和８ 年５ 月 23 日（ 土曜日）・ 24 日（ 日曜日）、 30 日（ 土曜日）、 31 日（ 日曜日）  

    【 想定スケジュール】  

    ① 国際大会（ 作品上映）： 令和８ 年５ 月 23 日（ 土曜日）・ 24 日（ 日曜日）  

         ② 国際大会（ 作品上映・ 表彰式）： 令和８ 年５ 月 30 日（ 土曜日）  

      ③ 後夜祭（ 表彰式予備日）： 令和８ 年５ 月 31 日（ 日曜日）  

 （ ２ ） 実施場所 

    メ イ ン会場： 都庁第一本庁舎、 都民広場 

    サブ会場： 都庁通り 、 その他周辺施設 等 

 

 ２  光のエンタ ーテイ ンメ ント  

 （ １ ） 実施時期 

        令和８ 年５ 月 23 日（ 土曜日） から 31 日（ 日曜日） まで 

 （ ２ ） 実施場所 

    西新宿エリ ア（ 都民広場、 その他周辺施設 等）  

 

第６  委託業務の内容 

 １  全体事項 
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（ 案）  

 （ １ ） 受託者は、 本事業の目的を十分に理解し 、 限ら れた費用で最大の効果が得ら れるよ う 適切な

業務運営を行う こ と 。  

（ ２ ） 受託者は、 本事業の実施にあたり 、 よ り 効果を高めるために西新宿エリ アにおいて関係す

る団体や事業者などと 連携を図り 、 エリ ア内での取組を一体的に実施するこ と 。  

（ ３ ） 受託者は、 エリ アの特性を十分に活かし 、 東京や西新宿なら ではの「 光の祭典」 のスタ イ

ルを定着さ せるためのイ ンパク ト のある内容を実施するこ と 。  

（ ４ ） 受託者は、 本事業の実施にあたり 、 イ ベント への参加者はも と よ り イ ベント 開催中の一般

の通行人などに対する 安全・ 安心を最優先に確保し 、 十分な危機管理体制のも と で業務運営

を行う こ と 。  

（ ５ ） 受託者は、 本事業の実施にあたり 、 可能な限り ダイ バーシティ やイ ンク ルーシブと いった

観点での配慮を行う こ と 。  

（ ６ ） 受託者は、 本事業の実施にあたり 、 周辺環境への十分な配慮を行う こ と 。  

（ ７ ） 受託者は、 環境負荷ができ るだけ小さ い製品やサービスを調達する こ と で、 環境負荷の低

減に努めるこ と 。  

 （ ８ ） 受託者は、 本事業の実施にあたり 、 関係する 官公庁などに対し 、 必要と なる許可などの手続

を把握し 、 時期を逸するこ と のないよ う 適切に対応するこ と 。 ただし 、 手続の内容によ って

実行委員会と 共同で対応する こ と が望まし い場合には、 実行委員会と 協議のう えで進めるこ

と 。  

（ ９ ） 受託者は、 本事業の実施において事故等のト ラ ブルが発生し た場合には、 受託者の責任に

おいて適切に対応する こ と 。 また、 ト ラ ブルの発生時やその対応状況については実行委員会

に対し て逐次報告する こ と 。  

（ 10） 幅広い層を集客できる よう に、 事前に広範かつ効果的な広報・ プロ モーショ ン活動を行う

こ と 。  

（ 11） イ ベント 実施期間中、 都民広場及び都議会議事堂の４ 号街路に面し た歩行者用の通行部分

で、 工事が発生するこ と が見込まれる ため、 イ ベント の運営及び設営にあたって考慮するこ

と 。 また、 必要に応じ て、 工事関係者と の調整を行う こ と 。  

 

２  実施体制 

   受託者は、 本委託業務の履行にあたって、 以下の（ １ ） から （ ５ ） までを順守するこ と 。  

（ １ ） 本事業を最も 効果的かつ効率的に実施するため、 受託者のパート ナー会社をはじ め、 西新

宿エリ アにおいて協力が得ら れる 団体や事業者などと の連携を含めた実施体制のも と 、 業務

運営を管理するこ と 。  

（ ２ ） 契約締結後、 速やかに本委託業務のスケジュールや運営体制を明記し た実施計画書を作成

し 、 実行委員会へ提出するこ と 。  

（ ３ ） 受託者は、 本委託業務を計画的に運営するため、 実行委員会事務局と の定期的な打合せを

行う こ と 。  

（ ４ ） 受託者は、 定期的な打合せと は別に実行委員会から の求めがあった場合は、 定期的に開催

する 実行委員会への参加や業務の進捗状況についての報告やこ れに関係する資料の提出に適

宜対応するこ と 。  

 （ ５ ） 受託者は、 実行委員会と の打合せ等を実施し た際は議事録を作成し 、 速やかに実行委員会へ

提出するこ と 。  

 

３  「 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際大会」 の実施 

（ １ ） プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大会の企画 

    受託者は、 上記「 第５ の１ 」 に記載する 基本的な項目をも と に、 多数の作品が集まる よ う な
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（ 案）  

プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大会を企画する こ と 。 また、  以下のアから ケまでに留意す

るこ と 。  

    ア 東京都庁第一本庁舎の壁面を使用し た常設のプロ ジェク ショ ンマッ ピングの機材を効果

的に活用する こ と 。  

イ  国際大会の映像作品募集に関する 一連の業務を実施するこ と 。 作品募集にあたって、 制

作テーマを３ 案ほど提案する こ と 。 各制作テーマにはコンセプト を示すこ と 。 なお、 最

終的な制作テーマは、 実行委員会と 協議のう えで決定する こ と 。  

    （ 参考） 過去の制作テーマ 

年 制作テーマ コンセプト  

令和３ 年 
HOPE 

（ 希望）  

感染症によ って、 先の見えにく い時代。  

解決に向け大胆な変化や挑戦が生まれ始めている 。そん

な今を生きる 人々に、 勇気と「 希望」 を与え、 背中を押

し ても ら う テーマ 

令和４ 年 
LI FE 

（ 命・ 生活）  

AI 、メ タ バースなどデジタルの世界にも 生命やリ アリ テ

ィ を感じ る潮流がある。生命の誕生、日常の営み、豊か

な暮ら し 、こ れから の生き 方など、幅広く 前向きで世界

を勇気づける 作品を求める。  

令和５ 年 
LI NK 

（ 結ぶ・ 繋る ）  

人が繋がり 、国が繋がり 、課題が繋がり 、そし て幸せも

繋がる。世界中に起こ っている問題や課題は、その場そ

の国だけのも のではなく 、全ての人々が、地球規模で考

え、 国境や人種を超えて、 未来へと 「 繋ぐ」 テーマ 

令和６ 年 
MI LLER 

（ 鏡）  

物理的な鏡や反射と いう 現実的な 3D効果を使った表現

や、 抽象的に何かの意味を映し 出す意味での演出など、

幅広い表現が考えら れるテーマ 

ウ 映像作品は、 過去４ 年間「 TOKYO LI GHTS」 にて開催し た「 1mi nute Proj ect i on Mappi ng 

Compet i t i on」 における以下の応募数を目標と し 、 プロ アマ問わず世界中のク リ エイ タ ー

を対象に募集をするこ と 。  

年 国・ 地域別数 エント リ ー数 

令和３ 年 ５ ４  ２ ４ ６  

令和４ 年 ５ ５  ２ ４ １  

令和５ 年 ５ ８  ２ ８ １  

令和６ 年 ５ ６  ２ ７ ８  

  なお、 作品募集に向けたアタ ッ ク リ スト を作成し て、 事前に実行委員会の確認をと るこ

と 。 また、 周知先の情報と 対応状況を一覧にし て適宜報告する と と も に、 エント リ ー者

の情報を次回以降の活用でき るよ う にと り まと めて提出するこ と 。  

エ 国際大会の一次審査・ 最終審査の審査員を選定し て実行委員会と 協議のう えで決定する

こ と 。 各審査会の実施結果は、 実行委員会へ速やかに報告する こ と 。 なお、 審査員やフ

ァ イ ナリ スト の交通宿泊手配等の一切は本委託に含むも のと する。  

エ 各賞は、 ５ つ程度を用意し て提案する こ と 。 なお、 賞金及び賞金に関わる支払等の経費

については、 本委託に含むも のと する 。 また、 オーディ エンス賞は、 投票の仕組みも あ

わせて提案するこ と 。 なお、 最終的に各賞の内容は、 実行委員会と 協議のう えで決定す

るこ と 。  

（ 参考） 昨年度の各賞名称・ 賞金 

名称 賞金 
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（ 案）  

グラ ンプリ / 東京都知事賞 

（ Grand Pr i ze / Tokyo Governor  Pr i ze）  
２ ０ ０ 万円 

準グラ ンプリ （ Second Pr i ze）   ５ ０ 万円 

第３ 位（ Thi rd Pr i ze）   ２ ０ 万円 

Tokyo Tokyo 賞（ Tokyo Tokyo Pr i ze）   １ ０ 万円 

オーディ エンス賞（ Audi ence Pr i ze）   １ ０ 万円 

オ 開催期間中は、 オープニングアク ト や後夜祭などで複数のプロ グラ ムを実施するこ と 。

各種プロ グラ ムについては、 日本なら ではの文化が感じ ら れる コンテンツと し  、 世界に

誇る東京の魅力を効果的に PRするこ と 。 また、 プロ グラ ムには先端技術を活用し た音楽

ラ イ ブ等のコ ンテンツを含めるこ と 。  

カ メ イ ン会場と なる 都民広場に加え、 周辺の施設や道路空間なども 活用し 、 参加者を飽き

さ せない工夫を講じ る こ と 。 なお、 実施場所については、 周辺環境に十分配慮し 、 実行

委員会と 調整のう えで決定するこ と 。  

キ 本事業の目的や上記の内容を踏まえ、 テーマやコ ンセプト を設定し たう えで各種プロ グ

ラ ムや演出方法などを講じ る こ と 。  

ク  プロ グラ ムはイ ンバウンド が楽し むこ と ができる 内容であるこ と を前提と し 、 コンテン

ツに応じ て英語での字幕や音声によ る 提供をする こ と 。   

ケ 観覧エリ アの範囲や、 飲食ブース等をまと めたマッ プ（ 日本語・ 英語） を作成する こ  

と 。 なお、 情報の提供にあたっては、 参加者が事前及び当日に確認できる よ う に特設サ

イ ト への電子データ の掲載のほか、 会場パネルなどを用意する こ と 。  

 （ ２ ） プロ ジェク ショ ンマッ ピング映像コンテンツの制作 

受託者は、 今回の国際大会の制作テーマに基づいた新たなプロ ジェク ショ ンマッ ピング映

像コ ンテンツを制作するこ と 。 制作にあたっては、 以下のアから ケまでに留意する こ と 。 な

お、 映像制作者が審査員を兼ねる こ と は、 差し 支えない 

    ア 受託者は、 以下の要素を取り 入れ、 新たなプロ ジェク ショ ンマッ ピングの映像コ ンテン

ツを制作する こ と 。  

（ 取り 入れる要素（ 例））  

・ プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大会の歴代受賞者によ る特別映像 

・ 国内外でプロ ジェク ショ ンマッ ピングのコンテンツ制作の実績があるク リ エイ タ ーや

ク リ エイ ティ ブディ レク タ ーによ る映像 

・ プロ ジェク ショ ンマッ ピング分野に限定さ れない世界的に有名な芸術家やク リ エイ タ

ー、 著名なアーティ スト と コ ラ ボレーショ ンし た映像 

     ・ 東京や日本なら ではの伝統・ 文化を表現し た映像 

・ ボーカロ イ ド や人気アーティ スト の楽曲など世界をリ ード する日本のコ ンテンツを用

いた映像 

     ・ 単なる静止画に留まら ず、 投影する 壁面の特徴を生かし 、 プロ ジェク ショ ンマッ ピング

なら ではの技術を駆使し た立体的な映像 

     ・ ステージでの各種プロ グラ ムに合わせ、 音楽などと 組み合わせる こ と で躍動感の溢れた

映像 

    イ  上記アを踏まえ、 複数の映像を制作する こ と 。 なお、 本事業の実施後５ 年間、 東京プロ

ジェク ショ ンマッ ピング実行委員会が実施し ている都庁舎の常設プロ ジェク ショ ンマッ

ピングで投影を可能と するこ と 。 また、 必要に応じ て５ 分程度の映像に編集するこ と 。

内容は、 実施中の常設プロ ジェク ショ ンマッ ピングの映像を踏まえ、 重複感やク オリ テ

ィ 差が生じ ないよ う 留意する こ と 。  
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（ 案）  

    ウ  プロ ジェク ショ ンマッ ピングの投影場所・ 使用機器は、 別紙２ 「 プロ ジェク ショ ンマ 

ッ ピング投影概要」 を想定し て制作するこ と 。 なお、 他の投影面を活用する場合は必要

な機器を準備するこ と 。  

    エ コンテンツ制作にあたって必要と なる計測データ 及び３ DCGデータ については、 実行委

員会から 別途提供する 。  

    オ コンテンツ制作過程においては、 絵コンテ、 サンプル映像などを用意し 、 進捗状況に応

じ て実行委員会へ確認をする も のと する。 なお、 コンテンツ内容の最終決定に至るまで

は実行委員会において検討する時間も 考慮し たスケジュールを見込むこ と 。  

    カ 必要に応じ て、 都庁第一本庁舎における プロ ジェク タ ーの運営等を行う 事業者（ 以下

「 プロ ジェク タ ー運営事業者」 と いう 。） と 連携し 、 本番上映前に投影テスト を実施する

こ と 。 投影テスト の実施に関わる経費については、 本委託に含むも のと する。  

    キ 制作する コンテンツに係る知的財産権の調整を行う 場合は、 実行委員会又は実行委員会

が指定する者において二次利用が可能な期間と し て最大で５ 年間確保する こ と 。 なお、

コンテンツ毎の知的財産権に係る調整は実行委員会と 協議のう えで決定するこ と 。  

    ク  制作し たコンテンツのデータ は、 実行委員会が指定するファ イ ル形式によ り 電子記録媒

体に保存する などし て納品するこ と 。  

    ケ プロ ジェク ター運営事業者と 連携し 、 円滑にプロ ジェク ショ ンマッ ピングの投影が出来

るよ う にデータ の納品等を行う こ と 。  

 （ ３ ） 飲食ブースの設置運営 

受託者は、 国際大会当日に日本の食文化を体験できる 飲食ブース等を設置・ 運営し 、 日本

ら し さ を感じ さ せる賑わいを創出する こ と 。 なお、 提供する飲食物については、 以下のアか

ら キまでに記載する内容に留意するこ と 。  

    ア 飲食物の種類 

      提供する 飲食物の種類は軽食や冷・ 温飲料などをベースに多種類を用意するこ と 。 な

お、 東京の特産物や地元事業者の活用など、 地域の PRに繋がるも のも 含めるこ と が望ま

し い。  

イ  飲食物の提供場所 

イ ベント のメ イ ン会場やサブ会場、 周辺施設の空きスペースを活用し 、 キッ チンカー

等によ る 飲食の提供を行う こ と 。 また、 必要に応じ てベンチやテーブルなどを設置し 、

休憩場所と し ての機能も 付加するこ と 。 ただし 、 都民広場内についてはイ ベント の観覧

スペースの確保も 考慮するこ と 。 また、 風雨対策を実施するこ と 。  

    ウ  飲食物の提供規模 

イ ベント 中の飲食物の提供量の規模は、 参加者の想定数を見込んだう えで必要な規模

を見積も るこ と 。  

    エ 飲食物の提供方法 

参加者などへ提供する飲食物は有償での販売を想定し 、 飲食物の販売によ り 得た売上 

金については受託者及び飲食物提供者の間で適切な手続き のも と 管理する こ と 。 なお、

受託者自ら が本委託契約金額の中から 飲食物の提供に係る 費用を負担する 場合には、 売

上金によ る費用と の相殺など実行委員会と 協議のう えで適切な経費処理を行う こ と 。  

オ 関係機関への各種申請手続き  

消防への届出や食品衛生法に定める営業許可等、 各種法令に基づき 必要と なる 手続き

を関係機関に対し て行う こ と 。  

カ ゴミ の不法投棄対策 

      飲食物を購入し た参加者などが飲食でき るスペースを確保し たう えで会場を清潔に保つ

ための、 来場者が利用し やすいゴミ ステーショ ンの設置・ 運営など、 食べ残し や使用済
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み容器等の投棄によ る ゴミ の散乱を防止するこ と 。  

   キ 一般通行人などの安全配慮 

      イ ベント 開催中の飲食物の提供に際し ては、 イ ベント 参加者以外の一般の通行人などに

支障が生じ ないよ う キッ チンカーの配置などにおいて配慮する こ と 。  

（ ４ ） 会場運営 

受託者は、 以下のアから サまでに記載する 内容に留意し て運営計画を策定し 、 円滑に会場

運営を行う こ と 。  

    ア 本イ ベント 全体の運営計画（ 会場計画、 動線計画、 設営撤去） 作成 

    イ  関係各所への申請等 

ウ 運営計画に則った、 準備、 設営、 監修（ 現場監督）  

エ 運営マニュアル作成 

オ 進行表、 MC・ ナレーショ ン台本などの作成 

カ 救急・ 救護対応、 地震や大雨、 災害時等の緊急対応と その事前準備 

      ※ 緊急時の連絡体制を事前に構築の上、 実行委員会に提示するこ と 。  

      ※ 中止・ 縮小の際には、 直ちにその旨を実行委員会及び来場者等に周知でき る体制を

事前に整えるこ と 。  

       ※ その他、 実行委員会が中止・ 縮小を判断し た場合、 実行委員会の指示に従う こ と 。  

キ 外国人も 含めた来場者を想定し た運営内容にする こ と 。  

ク  多数の来場者が集中する可能性も 考慮し 、 安全な動線を確保するこ と に留意するこ と  

  ※ 事前登録（ チケッ ト 販売） や入退場の仕組みを提案し 、 実施するこ と 。  

  ※ 事前登録がない当日来場者の対応も 可能と するこ と 。  

ケ 会場周辺の住民や事業者などへの事前通知や調整交渉 

コ 各種苦情等への対応 

サ 雨天時の中止判断や実施マニュアルの作成等、 雨天対応対策の実施、 来場者へのレイ ン

コート の配布等の雨天対策 

 （ ５ ） 会場設営 

受託者は、 上記（ １ ） において企画する国際大会の効果的な演出や当日の天候などを想定

し 、 必要と なる各種機材などによ る会場の設営を行う こ と 。 なお、 以下のアから シまでに記

載の内容に留意し て、 安全で魅力のある会場を設営するこ と 。  

    ア 上記（ ４ ） において作成し た運営計画に則り 、 イ ベント 実施のために必要な機材・ 仮設

物等の調達から 設置、 運営を適切に行い、 進捗管理を怠ら ないこ と 。  

    イ  機材を設置する ための足場やト ラ スなどの構造物を手配し 、 設置する こ と 。  

    ウ  パフォーマンス用のステージ等を設置するこ と 。 ステージは後方の観客から も 見やすい

よ う にステージは十分な高さ を設ける こ と 。  また、 ステージの様子が分かるよ う に、 各

会場には大型モニタ ー等を用意するこ と 。  

    エ オペレーショ ンやスタ ッ フ用のプレハブやテント 等を設置するこ と 。  

    オ その他、 イ ベント 実施のために必要な機材・ 仮設物等を設置する こ と 。  

    カ 雨天時のステージ上テント の設営や、 各種備品の用意等、 雨天対応の対策を実施する こ

と 。  

キ 機材の風雨対策、 転倒防止対策を行う こ と 。  

ク  作業中及びイ ベント 実施中を含め、 来場者、 関係者の安全を確保する こ と 。  

    ケ 来場者が各種機材・ 仮設物等への接近や接触をし ない措置を取る こ と 。  

    コ  設営期間中、 都庁舎常設プロ ジェク ショ ンマッ ピングの投影がある場合は、 観覧場所や

動線について、 東京プロ ジェク ショ ンマッ ピング実行委員会と 十分に調整を行う こ と 。  

    サ 設営場所の管理者と 十分に調整を行う こ と 。  
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シ その他、 実施に必要と なる仮設物は実行委員会と 協議のう えで設置、 管理、 撤去、 処分

をするこ と 。  

（ ６ ） 照明 

    ア 照明機材選定、 及びそのシステム設計をするこ と 。  

    イ  照明計画を作成する こ と 。  

    ウ  各種照明機材の設置・ 配線及び制御をするこ と 。  

（ ７ ） 電気機材・ 技術関係 

    ア 各種機材仕様に基づいた全体の電力容量計算、 配線計画の作成をする こ と 。  

    イ  発電機又は電源車等を手配し て、 実施に必要な電力を確保するこ と 。 その際、 環境に配

慮し た電力調達と なる よ う に心がける こ と 。  

ウ 各種機材設置箇所への配線と 電源供給をする こ と 。  

エ 発電のために使用する燃料の供給をするこ と 。  

オ 使用電力量を日々算出し て、 イ ベント 終了後に報告するこ と 。  

（ ８ ） プロ ジェク ショ ンマッ ピング用映像機器・ オペレーショ ン 

プロ ジェク タ ー運営事業者と 連携し 、 以下のアから コ までを実施するこ と 。  

    ア プロ ジェク ショ ンマッ ピングが計画どおり に上映でき て、 鮮明で効果的な映像の映り 方

と 見え方に整えるこ と 。  

イ  効率的な電気の使用、 現場での安定的なオペレーショ ンができ る各種機材構成、 システ

ム設計を行い、 その手配と 設置オペレーショ ンまでを総括し て行う こ と 。  

    ウ  別紙２ で示し た投影エリ アを 100 ㏓程度で投射できる よ う にプロ ジェク タ ーの投影のデ

ザイ ンを行う こ と 。 なお、 その他のエリ アを投影する 場合も 同様の照度で投射ができる

よ う にするこ と 。  

    エ プロ ジェク ター等の機器調達にあたっては、 東京プロ ジェク ショ ンマッ ピング実行委員

会で既に調達し ている 別紙２ の機器を使用し たう えで、 不足分を新たに調達するこ と 。  

    オ プロ ジェク ターと そのレンズ、 映像周辺機器の選定、 設置投影方法、 配線などのプラ ン

ニングをする こ と 。  

    カ 映像送出用メ ディ アサーバーの選定、 音響や照明を含めた周辺機器類の総合的なシステ

ム設計をする こ と 。  

      ※ 機材ト ラ ブル時は速やかに交換、 復旧が可能な機材・ システム設計で上映に支障を

来さ ないこ と 。  

    キ プロ ジェク ショ ンマッ ピング等の各種キャ リ ブレーショ ン作業で、 映像を適正な状態に

投影調整をするこ と 。  

    ク  各種上映に関わる素材（ 映像、 音楽、 イ ンフォメ ーショ ン等） の実装と プログラ ミ ン

グ、 再生送出制御や各オペレーショ ンを行う こ と 。  

    ケ 映像関係機器以外と の連携 

※ 各種機器は、 風雨、 温度変化や湿度、 各種天候によ って機器破損のない状態で設置

する こ と  

※ 音響へ音声信号を送出又は音声信号を映像と 遅滞なく 連動する こ と 。  

    コ  その他、 上映コ ンテンツやプロ グラ ムと 連携し た機材やシステム選定を行う こ と 。  

 （ ９ ） 音響 

以下のアから エまでを実施するこ と 。  

    ア 音響機材選定及びそのシステム設計をするこ と 。  

イ  各種音響機材の設置・ 配線及び調整・ 制御をする こ と 。  

※ 周辺の住宅などへの騒音被害を起こ さ ない音場設計をする こ と 。  

    ウ  ステージ MC、 アナウ ンス、 ラ イ ブ等の音響設備の手配を必要に応じ て行う こ と 。  
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    エ 各種セレモニー等のオペレーショ ン、 取材班への音声ラ イ ン提供を必要に応じ て行う こ

と 。  

（ 10） 警備体制 

受託者は、 イ ベント 参加者をはじ め会場周辺の施設利用者などの安全を確保するための警

備体制を整備する こ と 。 なお、 以下のアから コまでに記載する 内容に留意し 、 万全の体制を

構築するこ と 。  

    ア 会場全体の警備計画作成 

イ  警察や周辺と の調整 

ウ 会場、 周辺道路、 危険箇所の警備 

エ 設営時（ 夜間含む） 警備（ 機材会場保護、 案内）  

オ 駐車場・ 搬入車両警備（ 交通誘導警備）  

カ VI P対応警備 

キ 都庁第一本庁舎エレベータ ーホールセキュリ ティ ゲート 付近警備 

ク  緊急時避難対応 

ケ 各種警備手配（ 人材、 機材、 資材）  

コ  その他、 本イ ベント を安全に運営する 為に必要と なる こ と 。  

（ 11） 救護体制 

急病人や怪我人に即応できるよ う 、 救急救命士または看護師の有資格者およ びＡＥ Ｄ（ 自

動体外式除細動器） を配置するこ と 。 また、 周辺の病院等にイ ベント 日時・ 概要を共有する

など、 緊急搬送等に備えた事前調整を行う こ と 。  

 

４  「 光のエンタ ーテイ ンメ ント 」 の実施 

（ １ ）「 光のエンタ ーテイ ンメ ント 」 イ ベント の企画 

受託者は、 西新宿エリ アにおける 光のエンタ ーテイ ンメ ント のイ ベント を企画する こ と 。

イ ベント の企画にあたっては、 過去４ 年間「 TOKYO LI GHTS」 と し て実施し た光の祭典の内容

を踏まえ、 新たな光の演出を取り 入れるこ と 。 なお、 実施にあたっては以下のアから オまで

に留意するこ と 。  

  ア 西新宿エリ アへの来訪意欲の喚起や、 来街者の回遊を促すイ ベント を実施する こ と 。   

  イ  周辺エリ アで同時期に開催さ れる イ ベント と 連携する など、 各エリ アの団体や事業者等

と 十分な連携を図り 、 エリ ア全体の賑わい創出や魅力向上に繋がる内容と する こ と 。  

  ウ  企画の実施場所については、 周辺環境に十分配慮し 、 実行委員会と 調整のう えで決定す

るこ と 。  

  エ プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大会への期待感を抱かせ、 イ ベント 当日には多数の来

場につながる よ う な演出や広報・ プロ モーショ ン活動を実施するこ と 。  

オ  イ ベント マッ プなどを作成する場合は日・ 英での作成は必須と し 、 イ ンバウンド も 楽し

むこ と ができ る内容と するこ と 。  

    （ 取組例）  

・ 景観照明を活用し たラ イ ト アッ プ等を実施し 、 観光スポッ ト 化 

・ 西新宿エリ アの施設と 連携し たオープニングセレモニーを実施 

・ 西新宿エリ ア内で一定の広さ の会場を確保し てのデジタ ルアート 等の作品を展示 

・ 先端技術を用いた体験型観光コンテンツによ る イ マーシブ体験空間の創出 

・ 近隣の観光スポッ ト や、 同時期に開催するイ ベント 等をまと めた周遊マッ プの制作・

配布 

（ ２ ）「 光のエンタ ーテイ ンメ ント 」 イ ベント の運営 

受託者は上記（ １ ） で企画し たイ ベント を主体と なって運営するこ と 。 なお、 運営にあた
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っては、 以下のアから コまでに留意するこ と 。  

    ア 本イ ベント 全体の運営計画（ 会場計画、 動線計画、 設営撤去） 作成 

    イ  西新宿エリ アの団体や事業者等と の調整 

イ ベント の実施にあたっては西新宿エリ アの団体や事業者等と 事前に十分な調整を行

い、 円滑な運営を行う こ と 。  

    ウ  関係する 官公庁等への許可申請等 

交通管理者、 道路管理者等関係機関へ必要な申請、 調整等を行う こ と 。  

    エ イ ベント 期間中の運営マニュアル作成 

      イ ベント 期間中は全体の運営マニュ アルを作成のう え、 主催者及び西新宿エリ アなどの

団体や事業者等へ共有するこ と 。  

    オ イ ベント 期間中の安全対策 

      イ ベント 期間中は、 イ ベント 参加者及び一般の通行人などの安全対策を講じ るこ と 。 ま

た、 万が一ト ラ ブルや事故が発生し た場合には適切な対応が行える体制を講じ るこ と 。  

カ 外国人も 含めた来場者を想定し た運営内容にする こ と 。  

キ 会場周辺の住民や事業者などへの事前通知や調整交渉 

ク  各種苦情等への対応 

ケ 雨天時の中止判断や雨天時実施マニュ アルの作成等、 雨天対応対策の実施 

コ その他、 企画内容の実施にあたり 必要な進行表・ 台本・ 緊急時マニュ アル等の作成 

（ ３ ） 会場設営 

受託者は、 上記（ ２ ） において企画するイ ベント の効果的な演出や必要と なる各種機材な

どによ る会場の設営を行う こ と 。 なお、 以下のアから ケまでに記載の内容に留意し 、 安全で

魅力のある会場を設営するこ と 。  

    ア 上記（ ２ ） において作成し た運営計画に則り 、 イ ベント 実施のため必要な機材・ 仮設物

等の調達から 設置、 運営を適切に行い、 進捗管理を怠ら ないこ と 。  

    イ  必要に応じ て機材を設置するための足場やト ラ スなどの構造物を手配し 、 設置するこ

と 。  

    ウ  その他、 イ ベント 実施のため必要な機材・ 仮設物等を設置するこ と 。  

エ 機材の風雨対策、 転倒防止対策を行う こ と 。  

オ 作業中及びイ ベント 実施中を含め、 来場者、 関係者の安全を確保する こ と 。  

    カ 来場者が各種機材・ 仮設物等への接近や接触をし ない措置を取る こ と 。  

    キ 設営期間中及びイ ベント 期間中に都民広場でイ ベント を実施する 場合や工事がある場

合、 都庁舎常設プロ ジェク ショ ンマッ ピングの投影がある 場合は、 観覧場所や動線につ

いて、 関係機関と 調整を行う こ と 。  

  ク  設営場所の管理者と 十分調整を行う こ と 。  

ケ その他、 実施に必要と なる仮設物は実行委員会と 協議のう えで設置、 管理、 撤去、 処分

するこ と 。  

（ ４ ） 電気機材・ 技術関係 

    ア 各種機材仕様に基づいた全体の電力容量計算、 配線計画の作成をする こ と 。  

イ  発電機又は電源車等を手配し て、 実施に必要な電力を確保する こ と 。 その際、 環境に配 

慮し た電力調達と なる よ う に心がける こ と 。  

ウ 各種機材設置箇所への配線と 電源供給をする こ と 。  

エ 発電のために使用する燃料の供給をするこ と 。  

オ 使用電力量を日々算出し て、 イ ベント 終了後に報告するこ と 。  

 

５  広報・ プロ モーショ ン活動 
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受託者は、 受託後、 全体計画を速やかに提出する こ と 。 本事業の目的を踏まえ、 国内外に向

けて多角的で戦略的な計画に基づき、 効果の高い広報・ プロ モーショ ン活動を実施する こ と 。 な

お、 来場者、 動画視聴者数、 サイ ト PV数等の全体の目標数（ KPI ） を設定し 、 こ れを達成する た

めに以下の（ １ ） から （ ９ ） までに記載する内容をも と に各種計画を立案し 、 それら の実施によ

る成果を着実に上げる こ と 。  

（ １ ） 全体事項 

以下のアから オまでを実施するこ と 。  

    ア 対象は、 主に海外の欧米豪やアジア（ タ イ 、 シンガポール、 マレーシア、 イ ンド ネシ

ア、 ベト ナム、 フィ リ ピン） を中心と し た国内外の観光客、 新宿近辺の宿泊者等と し 、

本事業によ る 東京の魅力を効果的に発信するこ と で訪都旅行への意欲を喚起すると と も

に、 来場者の増加につなげる も のと する。   

    イ  手法については、 上記アの対象者を国・ 地域、 年齢層、 職業、 日本や東京への関心で分

類し たう えで、 本事業のタ ーゲッ ト と なる 対象に訴求でき るよ う 多様な媒体（ リ スティ

ング広告や SNS 広告等） を活用するこ と 。 また、 広報活動を実施し 、 取材誘致や露出を

獲得する こ と 。  

    ウ  実施内容については、 個別の目標値を事前に定め、 想定さ れる効果や費用等を整理し た

う えで提案を行い、 実行委員会と の協議のう えで決定する こ と 。  

    エ 広報・ プロ モーショ ン活動にあたって使用する言語は、 日本語と 英語と するこ と 。 な

お、 各種媒体に掲載する記事については、 事前に実行委員会の承認を得たう えで掲載す

るこ と 。 また、 英語での記事作成においては実行委員会の承認を得る前にネイ ティ ブチ

ェッ ク を行う こ と 。  

    オ プロ モーショ ンで使用するデザイ ン等は、 意匠権、 著作権、 商標権など他者の権利を侵

害し ていないこ と を事前に確認するこ と 。  

（ ２ ） イ ベント 名称 

本イ ベント の共通コンセプト は、 過去４ 年間「 TOKYO LI GHTS」 と し て実施し た光の祭典を 

踏襲し つつも 、 新たに西新宿エリ アでの開催さ れる「 プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大

会」 と 「 光のエンタ ーテイ ンメ ント 」 の要素を盛り 込んだ、 イ ベント 名称の提案を行う こ

と 。  

イ ベント 名称は、 広く 親し みやすく 呼びやすい愛称を３ 案ほど提案するこ と 。  また、 提案

内容は、 意匠権、 著作権、 商標権等他者の権利を侵害し ていないこ と を確認するこ と 。 な

お、 イ ベント 名称の最終的な決定は、 実行委員会と 協議のう えで決定するこ と 。  

（ ３ ） キービジュ アル 

本事業の目的やイ ベント 内容などを踏まえ、 海外の旅行者に効果的に魅力が伝わる キービ

ジュ アルを制作するこ と 。  

キービジュアルは、 複数案を制作し て提案するこ と 。 また、 提案内容は、 意匠権、 著作

権、 商標権等他者の権利を侵害し ていないこ と を確認するこ と 。 なお、 イ ベント 名称の最終

的な決定は、 実行委員会と 協議のう えで決定する こ と 。  

（ ４ ） 特設サイ ト の設置・ 運営 

以下のアから オまでを実施するこ と 。  

    ア 本事業における 特設サイ ト を Web 上に制作し 、 運営するこ と 。  

イ  特設サイ ト では、 キービジュ アルをベースと し 、 本事業や西新宿エリ アのイ ベント 情報

をはじ め、 本事業実施後のプロ モーショ ン映像などを掲載する こ と 。  

    ウ  特設サイ ト 上でイ ベント の参加申込ができる仕組みと するこ と 。  

エ 荒天等によ り イ ベント が急遽、 中止になった場合に、 迅速に対応でき る体制を整えるこ

と 。  
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オ アク セス集中によ るサーバーダウ ン等のト ラ ブルへの対策を講じ るこ と 。  

    カ 特設サイ ト の開設にあたっては、 別紙３ 「『 東京都公式ホームページ作成に関する 統 

一基準』 準拠に係る標準特記仕様書」、 別紙４ 「 東京都公式ホームページ作成に関する 統

一基準（ 令和５ 年４ 月）」、 別紙５ 「 電子情報処理委託に係る標準特記仕様書」 に準拠す

るこ と 。  

（ ５ ） 制作物等 

以下のアから エまでを実施するこ と 。  

  ア 当事業の魅力が伝わる印刷物（ ポスタ ー、 チラ シ、 リ ーフレッ ト 等） をデザイ ン、 制作

するこ と 。  

  イ  Web 広告、 デジタ ルサイ ネージ用素材（ 画像・ 動画） 等をデザイ ン、 制作する こ と 。  

    ウ  デザイ ンはキービジュアルをベースと し 、 サイ ズ等の仕様は用途に沿ったも のと する こ

と 。  

    エ 各種制作物の掲載する情報は、 事前に実行委員会と 協議のう えで決定する こ と 。  

（ ６ ） 広報活動（ プレスリ リ ース及び取材案内等）  

以下のアから カまでを実施するこ と 。  

ア 国内外のメ ディ アに対し て、 事前（ 取材案内）・ 事後リ リ ースの作成・ 配信及びメ ディ

アアプロ ーチを実施し 、 事業内容について幅広く 周知し 、 各メ ディ アから の取材・ 記事

掲載等を獲得するこ と 。 特に、 目玉と なる プロ ジェク ショ ンマッ ピング国際大会につい

ては、 積極的なアプロ ーチを行い、 複数の主要海外メ ディ ア（ 例： CNN、 BBC） の獲得に

努めるこ と 。  

イ  プレス関係の問合せ対応や調整を行う 広報窓口（ 担当者） 設置するこ と 。  

ウ プレスリ リ ースの配信先やアプロ ーチ先のメ ディ ア等のリ スト については、 事前に実 

行委員会と 協議の上、 決定するこ と 。  

エ 各施策におけるメ ディ アの反応や露出数等の結果を報告し 、 分析し たう えで改善案の提

案を行う こ と 。  

オ メ ディ アアプロ ーチの状況について、 プレスコンタ ク ト レポート を提出するこ と 。  

カ 特に海外メ ディ アによ る報道に繋がる よ う に、 案内を行ったメ ディ アに対し てイ ベント  

の様子をレポート と し て纏め、 国内外のメ ディ アに対し て翻訳のう えで配信する等のパ

ブリ シティ 活動を行う こ と 。  

（ ７ ） 海外メ ディ ア等向けのプロ モーショ ン映像 

以下のアから ウまでを実施するこ と 。  

ア 本事業を中心と し て東京のナイ ト タ イ ム観光の魅力をＰ Ｒ する ためのプロ モーショ ン映

像を制作する こ と 。  

イ  制作する映像は、 30 秒尺に編集し たも のと するこ と 。 なお、 CM等での利用にあたっ

て、 30 秒以外の尺の素材が必要な場合は別途用意をするこ と 。  

ウ 制作し た映像は、 国内外向けの SNS でも 使用でき るよ う に編集するこ と 。  

（ ８ ） 生中継・ 画像及び映像の撮影 

以下のアから ウまで実施するこ と 。  

    ア YouTube 等でのラ イ ブ配信用の映像を撮影し 、 リ アルタ イ ムで配信するこ と 。  

    イ  記録用の映像や写真を撮影するこ と 。  

    ウ  撮影内容は、 実行委員会が次年度以降の事業実績報告やプロ ジェク ショ ンマッ ピング事

業について広報する際に使用できるよ う に考慮するこ と 。  

（ ９ ） イ ンフルエンサーを活用し た PR 

国内外で知名度のある イ ンフルエンサーを活用し 、 開催前後にかけての情報発信を行う こ

と 。 候補者は複数提示し 、 事前に実行委員会と 協議のう えで決定するこ と 。  
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 （ 10） SNS、 Web 広告   

    プロ モーショ ン活動の実施内容に SNS や Web 広告を含める 場合は以下のアから カまでに留意

し て実施する こ と 。  

ア タ ーゲッ ト は（ １ ） アに記載のと おり と する が、 他のタ ーゲッ ト 等への訴求が効果的 

だと 判断さ れる場合、 追加及び調整は妨げない。 なお、 広告設計にあたっては、 綿密な

現状分析・ タ ーゲッ ト 分析を行い、 それら に基づいて対象と する国・ 地域、 属性等、 タ

ーゲッ ト を明確にし 、 旅マエの旅行者の訪都意欲を醸成するアプロ ーチや旅ナカの旅行

者のイ ベント 参加意欲を高めるよ う なアプロ ーチを行う こ と なお、 ラ ンディ ングページ

は各言語版（ 日本語・ 英語） の TOPページと する こ と 。   

イ  アのタ ーゲッ ト 分析に基づき 使用する プラ ッ ト フォームを提案するこ と 。 なお、 当初の

計画に対し て、 配信後、 運用が進まないプラ ッ ト フォームがあった場合は、 予算の移管

ができる こ と 。  

    ウ  配信期間等 

① 配信期間は２ 月頃～６ 月上旬を想定し ている 。 なお、 具体的な開始・ 終了時期に 

ついてはイ ベント の開始時期等を踏まえ、 実行委員会と 協議のう えで決定するこ

と 。  

② 配信開始に先立ち、 詳細な配信計画及び準備期間を含めた運用計画を作成する こ

と 。  

エ 広告配信開始後は、 週単位で運用状況を報告する こ と と し 、 計画から 遅れている場合は

改善案を提案するこ と 。 なお、 運用にあたっては広告費用を管理し 、 確実に提案し た媒

体課金額や掲出量分を消化するこ と 。 やむを得ない事情によ り 期間内に指定し た媒体課

金額を消化できなかった場合や掲出量を達成でき なかった場合は、 実行委員会と 協議を

行う も のと する。  

オ サイ ト への流入測定にあたって、 パラ メ ータ や広告計測タ グの設定等、 測定に際し て 

必要な準備がある場合は受託者の責任及び費用負担において実施するこ と 。  

    カ 実施結果の分析や次回への申し 送り は、 実施報告書に含めるこ と 。  

 

６  協賛企業等の募集 

   企画内容の充実及び地域と の連携強化を目的と し て、 企業等から 協賛を募り 、 活用する こ と 。

なお、 以下の（ １ ） から （ ６ ） までに留意するこ と 。  

（ １ ） 広く 募集を行う こ と 。 募集にあたっては、 協賛内容に応じ た露出等の条件を明示するな

ど、 企業等が集まり やすい工夫を実行委員会と 協議し ながら 、 計画を策定し て実行する こ

と 。  

 （ ２ ） 協賛内容は、 資金、 物品、 企画と するこ と 。  

（ ３ ） 協賛内容に応じ た露出等の条件を実行委員会と 協議のう えで決定し 、 募集用の案内資料を

作成するこ と 。 ただし 、 原則イ ベント 名称に協賛企業名等を付記するこ と はできい。  

（ ４ ） 協賛を希望する 企業等は、 実行委員会と 契約を締結し 、 実行委員会の指定期日までに以下

の対応を行う こ と 。  

① 資金協賛の場合は、 原則実行委員会指定口座への振込 

② 物品協賛の場合は、 協賛物品を納品し 納品書の提出 

③ 企画協賛の場合は、 企画の実施 

（ ５ ） 協賛金を原資と する企画の内容や協賛金の取扱いについては、 実行委員会と 受託者と の間

で別途協議をし 、 必要に応じ て覚書等を取り 交わすこ と と する 。  

（ ６ ） 予定し た規模の協賛が確保でき なかった場合や、 既に企画を公表し ているなど企画の中止

が困難なと き は、 受託者の責任において当初企画を確実に実施する こ と 。  
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７  問合せ窓口 

   本事業全体についての問合せを受ける窓口（ 担当者） を置き 、 以下の（ １ ） から （ ４ ） までを

実施する こ と 。 なお、 ５ （ ６ ） イ の広報窓口（ 担当者） と は別と するこ と 。  

（ １ ） 当事業の情報解禁当日から 対応する こ と 。  

 （ ２ ） メ ール及び電話の窓口を設置するこ と 。  

 （ ３ ） 本事業に関するあら ゆる 問合せや苦情等に対応するこ と 。  

（ ４ ） 問合せ内容は記録を残し 、 実行委員会へ適宜共有・ 報告する こ と 。  

 

８  効果測定 

以下の（ １ ） から （ ４ ） までを実施するこ と 。  

（ １ ） 来場者の集計を行う と と も に、 アンケート を実施し て結果をと り まと めるこ と 。 アンケー

ト の実施に当たっては、 事業の目的に鑑み、 本事業の効果検証が行えるよ う な設問設計や来

場者の回答が多く 集まるよ う を工夫し 、 集計手法や目標数を事前に実行委員会と 協議し 実施

する こ と 。  

（ ２ ） 本委託業務の実施効果を把握するため、 効果的な効果測定の指標（ イ ベント ・ キャ ンペー

ン参加者数、 メ ディ ア露出件数、 SNS シェア数、 参加者へのアンケート 等）、 方法、 目標値等

を検討の上、 効果測定を行う こ と 。  

（ ３ ） 次回以降の事業企画・ 実施を見据えた課題整理や改善策の取り まと めを行う こ と 。  

（ ４ ） 本契約と は別に「 東京都産業連関表経済波及効果分析ツール」（ 東京都総務局統計部） など

に基づき、 経済波及効果（ 生産誘発額、 粗付加価値誘発額及び就業誘発効果） を推計する委

託業務を実施予定である。 こ れにあたって、 必要と なるデータ の内、 不足がある場合は、 先

方事業者と 調整のう えで別途用意する こ と 。  

 

９  報告書 

   本事業の実施結果について、 総括し た報告書を実行委員会に提出するこ と 。 報告書には、 上記

８ の内容を含める と と も に、 本事業の実施を通じ て得ら れる様々なデータ の分析を行う こ と 。 併

せて、 本事業実施を受けて、 今後都内で光の祭典を面的に広げていく ためのアイ デア、 道筋につ

いても 提示するこ と 。  

 

10 保険の加入 

イ ベント 等の実施における来訪者補償のための賠償責任・ 傷害保険等に関する 保険、 実施場

所等に関わる 施設等の保険、 動産の保険に加入し 、 こ れに関わる費用は受託者が負担するこ と 。  

 

第７  成果物 

 受託者は、 本契約に基づき 作成し た納品物・ 成果物等について、 下記のと おり 提出するこ と 。 特段

定めのない納品物の納期等については別途協議のう えで定める も のと する。 なお、 提出方法は紙（ 正

副２ 部) 及び DVD等の媒体（ ※容量に応じ た電子記録媒体で提出するこ と 。） に格納し た電子データ

（ 作業可能なデータ 形式及び PDF形式）） と する。 また、 電子データ についてはウィ ルスチェッ ク を

施し 、 安全性を確保し たう えで提出するこ と 。  

 

納入物品 提出期限 

① 実施計画書（ スケジュ ール・ 運営体制）  契約締結後速やかに 

② 議事録 打合せ等の実施後速やかに 
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③ 運営計画 
イ ベント 実施の概ね２ か月前 

④ 照明計画、 配線計画、 警備計画 

⑤ その他、 本イ ベント の実施に関し て必要な 

計画書、 作成物等 
別途協議 

⑥ プロ モーショ ン計画、 協賛計画 契約締結後速やかに提出 

⑦ 業務の実施報告書 速報版： イ ベント 実施後速やかに提出 

完成版： 令和８ 年６ 月下旬 ⑧ 記録写真、 動画等 

⑨ 本事業を通じ て権利化し た成果物 権利化し た内容等に応じ て別途協議 

 

第８  支払方法 

委託業務完了後、 受託者は報告書、 成果物と 合わせて委託完了届を提出する。 適正な検査終了後

に受託者の請求に基づき一括で支払いをする。  

 なお、 請求金額に対する端数処理について、 消費税及び地方消費税（ 以下「 消費税等」 と いう 。）

は、 税抜金額に消費税法（ 昭和 63 年法律第 108 号） に基づく 税率を乗じ た金額であり 、 こ の乗じ た

金額に１ 円未満の端数が生じ たと きは、 その端数金額を切り 捨てる 。 また、 税抜金額及び消費税等の

合計金額に１ 円未満の端数が生じ たと きは、 その端数金額を切り 捨てる。  

 

第９  作成物に関する 権利の帰属 

本件委託においては、 著作権、 肖像権、 意匠権、 特許権等、 知的財産権の取扱いについて十分注

意し 、 他者の権利を侵害する こ と のないよ う 必要な調査を行う こ と 。 万一問題が発生し た場合は、 受

託者の責任と 費用をも って適正に処理するこ と 。  

１  本件委託においては、 著作権、 肖像権、 意匠権、 特許権等、 知的財産権について処理済の素

材を使用する こ と 。  

２  本件委託によ り 得ら れる 成果物に対する全ての著作権（ 著作権法第 27 条及び第 28 条に定め

る権利を含む） は、 実行委員会に帰属する 。 なお、 商標権を含む産業財産権を取得する 権利も

実行委員会に譲渡する も のと する 。  

３  受託者は、 成果物に対する著作権法（ 昭和４ ５ 年法律第４ ８ 号） 第二章第三節第二款に規定

する権利（ 著作者人格権） を有する場合において、 実行委員会及び実行委員会から 許諾を受け

た第三者に対し ても こ れを行使し ないこ と に同意するも のと する。  

４  その他、 著作権等で疑義が生じ た場合は、 別途協議のう えで決定する も のと する。  

 

第 10 事業引継ぎと 連携 

１  受託者は、 本委託業務の受託において作成・ 取得し た物（ ウェブサイ ト 等の電子データ を含

む。 以下同じ 。） 及び情報のう ち、 本事業の運営に必要と なるも の一切を実行委員会又は実行委

員会の指定する第三者に引き 継ぐこ と 。 実行委員会又は実行委員会の指定する 第三者が、 必要

な物及び情報の提供を求めた場合には、 本契約の履行完了後も 上記と 同様と する。 なお、 本契

約期間終了後の物品の保管料、 サーバー賃料等の扱いについては別途協議と する。  

２  本委託業務の実施中に、 実行委員会よ り 実行委員会の指定する 他の第三者（ 他の事業者を含

む） と 連携を求めら れた時は、 円滑な連携が行えるよ う 体制等について真摯に検討する と と も

に、 対処する こ と 。  

 

第 11 委託事項の遵守・ 守秘義務 

１  受託者は、 本契約業務の実施に当たって、 関係法令、 条例及び規則等を十分に遵守するこ

と 。  
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２  受託者は、 本契約の履行によ り 知り 得た業務委託の内容を第三者に漏ら し てはなら ない。  

 

第 12 個人情報の保護 

１  受託者は、 本契約の履行にあたり 、 実行委員会の保有する個人情報の取扱いについては、 別

紙６ 「 個人情報に関する特記仕様」 を遵守するこ と 。  

２  受託者は、 本契約の履行に関連する受託者独自の個人情報の取扱いについては、 前記「 個人

情報に関する 特記事項」 の規定に準じ て、 個人情報の漏えい、 滅失及びき 損の防止その他の個

人情報の適正な管理のために必要な措置を講じ なければなら ない。  

 

第 13 環境によ り 良い自動車利用 

本契約の履行に当たって自動車を使用、 又は利用する 場合は、 都民の健康と 安全を確保する環境

に関する条例（ 平成 12 年東京都条例第 215 号） の規定に基づき、 次の事項を遵守する こ と 。  

１  ディ ーゼル車規制に適合する 自動車であるこ と 。  

２  自動車から 排出さ れる窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における 総量の削減等に関する

特別措置法（ 平成４ 年法律第７ ０ 号） の対策地域内で登録可能な自動車利用に努めるこ と 。  

なお、 適合の確認のために、 当該自動車の自動車検査証（ 車検証）、 粒子状物質減少装置装着

証明書等の提示又は写の提出を求めら れた場合には、 速やかに提示し 、 又は提出するこ と 。  

 

第 14 その他 

受託者は、 業務の詳細について、 実行委員会の担当者及び関係者と 十分な打合せを行い、 業務の

目的を達成するこ と 。 本仕様書に記載のない事項及び疑義がある場合は、 実行委員会と 事前に協議す

るこ と 。  
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別紙１  

 

対象エリ ア（ 想定）  
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別紙２  

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング投影概要 

○投影エリ アのイ メ ージ 

  

 

○ピク セルマッ プイ メ ージ 
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○投影等に関する 機器の一覧 

機器 機種・ 台数 

プロ ジェク タ ー 
PT-RQ50KJ 20 台（ 50, 000 l m）  

PT-RZ34KJ 20 台（ 30, 000 l m）  

センタ ー装置 WATCHPAX64C 

音響機器 WS-LA500AWP 11 基（ １ 基／２ 台。 都庁通り の下に設置）  
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プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実施業務委託 企画提案募集要領 

 

１  件名 

  プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実施業務委託 

 

２  目的 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ（ 以下「 本事業」 と いう 。） は、 東

京でプロ ジェ ク ショ ンマッ ピングを軸と し た光の祭典を実施し 、 東京の夜間における 魅力

を国内外へ発信する こ と で、 東京のプレ ゼンス を一層高める と と も に、 民間事業者等によ

る プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ングの取組の裾野拡大と その定着を図る こ と を目的と する 。  

 

３  委託内容 

別添「 仕様書」 のと おり  

 

４  事業提案額 

２ ６ ５ ， ０ ０ ０ 千円以内（ 税込）  

 

５  企画選定委員会ま でのス ケジュ ール 

( 1)  公募開始及び応募届受付開始 

令和７ 年６ 月 12 日（ 木曜日）  

( 2)  公募締切及び応募届提出締切 

令和７ 年６ 月 26 日（ 木曜日） 正午 

( 3)  一次審査の結果通知 

令和７ 年６ 月 27 日（ 金曜日）   

※応募者が「 ６  企画選定委員会参加要件」 を満たし ている かをご提出いただいた書類

等によ り 確認し 、 すべての応募者に対し 、 結果を通知いたし ま す。 なお、 審査内容に

関する 質問には一切お答えでき ま せん。  

( 4)  説明会の開催 

令和７ 年６ 月 30 日（ 月曜日）  時間未定 

( 5)  質問の受付期間 

令和７ 年６ 月 30 日（ 月曜日） から ７ 月４ 日（ 金曜日） 正午ま で 

( 6)  質問への一斉回答 

令和７ 年７ 月７ 日（ 月曜日）  

( 7)  企画提案書等の提出期限  

令和７ 年７ 月 17 日（ 木曜日） 正午 

( 8)  企画選定委員会の開催 

令和７ 年７ 月下旬（ 予定）  
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( 9)  審査結果の通知 

令和７ 年７ 月下旬（ 予定）  

 

６  企画選定委員会参加要件 

 以下ア～オをすべて満たすも のと し ま す。  

ア.  東京都の物品買入れ等競争入札参加有資格者で、営業種目「 催事関係業務」 又は「 広

告代理」 の「 A」 等級に格付けがある こ と 。 又は同営業種目の「 A」 等級に相当する

企業規模である こ と 。 又は、 過去に類似のイ ベント の運営実績がある こ と 。  

イ .  東京都競争入札参加有資格者指名停止等措置要綱に基づく 指名停止等の期間でない

こ と 。  

ウ .  東京都契約関係暴力団等対策措置要綱( 昭和 62 年 1 月 14 日付 61 財経庶第 922 号)

第 5 条第 1 項に基づく 排除措置期間中でないこ と 。  

エ.  企画選定委員会へ参加する 者（ 以下、「 参加者」 と いう 。） は、 参加に当たり 知り え

た情報（ 以下、「 秘密情報」 と いう 。） の取り 扱いについて、 以下のと おり 誓約する

こ と 。  

・ 企画提案書作成以外の目的で使用し ないこ と 。  

・ 企画提案書作成に関わり のない第三者へ公開、 漏洩、 発表等を行わないこ と 。 企

画選定委員会終了後も 同様と する 。 ま た、 企画提案書作成のために参加者から 秘

密情報の開示を受けた第三者についても 参加者と 同様の扱いと する こ と を、 参加

者の責任において約する こ と 。  

・ 説明会において配布し た資料は、 企画選定委員会終了後直ちに廃棄する こ と 。  

オ.  他の参加者と の間に資本関係又は、 人的関係がないこ と 。（ 東京都建設工事等（ 物品

買入れ等） 競争入札参加資格登録事項にいう 「 関係する 会社」 に該当し ないこ と 。） 

 

７  応募届の提出について 

  企画選定委員会への参加を希望する 場合は、 以下の書類を「 16 問い合わせ先」 に記載し

ている 提出先ま で電子メ ールにて必ず提出し てく ださ い。  

① 提出物 

ア.  別紙 1-1「 応募届」  

イ .  別紙 1-2「 会社概要、 実績一覧」  

ウ .  希望申出要件関連書類 

・ 東京都における 物品買入れ等競争入札参加有資格者である 場合は、 東京都の「 令

和７ ・ ８ 年度物品買入れ等競争入札参加資格審査受付票」 の写し 及び 「 令和７ ・

８ 年度競争入札参加資格審査結果通知書（ 物品等）」 の写し を提出し てく ださ い。 

・「 実績一覧」 に記入し た場合は、 契約実績を証明する も のの写し（ 契約書の写し な

ど） も 提出し てく ださ い。  

※ 上記要件と も に該当する 場合は、 いずれの書類も 提出し てく ださ い。  
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② 提出期限 

令和７ 年６ 月 26 日（ 木曜日） 正午 

 

８  説明会の開催について（ 参加必須）  

一次審査の通過者を対象に、 事業概要や委託仕様書の内容について、 以下のと おり 説明

会を実施いたし ま す。  

( 1)  開催日時 

令和７ 年６ 月 30 日（ 月曜日） 時間未定 

( 2)  開催方法 

オンラ イ ン開催（ 別途通知をいたし ま す。）  

( 3)  出席者 

各社４ 名以内 

 

９  質問事項の受付について 

仕様書の内容などについて、 以下のと おり 質問を受け付けま す。  

( 1)  質問期間 

令和７ 年６ 月 30 日（ 月曜日） から 令和７ 年７ 月４ 日（ 金曜日) 正午ま で 

( 2)  質問方法 

企画提案募集要領別紙 2「 質問票」 に質問事項を記入し 、「 16 問い合わせ先」 に記載し

たメ  ールアド レ ス へ電子メ ールによ り 提出し てく ださ い。 ま た、 質問票を送付し た後、

「 16 問い合わせ先」 に記載し た電話番号に連絡の上、 事務局が受信し たこ と を確認し

てく ださ い。  

※ 口頭や上記以外の方法によ る 質問は一切受け付けま せん。  

( 3)  回答方法 

質問への回答は、 一次審査通過者全員に電子メ ールで送付し ま す。  

※ 質問がなかった場合には回答を行いま せん。  

( 4)  回答日 

令和７ 年７ 月７ 日（ 月曜日） ま でに回答し ま す。  

 

10 企画提案書等の提出について 

一次審査を通過し 、 企画選定委員会への参加を希望する 場合は、 以下の書類について、

PDFデータ 各１ 部を「 16 問い合わせ先」 に記載し たメ ールアド レス へ電子メ ールによ り 提

出し てく ださ い。 なお、 アの企画提案書については、「 16 問い合わせ先」  に記載し た提出

先ま で持参ま たは郵送にて提出し てく ださ い。  

① 提出物 

ア.  企画提案書（ 紙）   10 部（ 社名あり １ 部・ なし ９ 部）  

・ 企画提案書は、 原則下記の項目に従い作成し 、 A4 版・ 横（ 両面印刷）、 各項番号
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を明記し 提出する こ と 。  

・ 企画提案書のタ イ ト ルは、「 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ

Ｏ 実施に係る 業務委託」 と する こ と 。  

・ 企画提案書に参加者を特定でき る 事項は記載し ないこ と 。違反があった場合は失

格と なる 。 ただし 、 企画提案書 10 部のう ち 1 部は社名を記載し たも のを提出

する こ と 。なお、再委託先、協力先がグループ会社以外の場合は、社名の「 あり ・

なし 」 の指定に関わら ず、 全ての提案書に明記する こ と 。  

・ 一般財団法人日本情報経済社会推進協会（ JI PDEC） が運用する I SMS 適合性評価

制度における I SO/I EC27001 と 同程度の認証、 ま たは一般財団法人日本情報経済

社会推進協会（ JI PDEC） の認定する プラ イ バシーマーク と 同程度の認証を取得し

ている 場合は、 認証書類の写し を会社概要記載ページに必ず含める こ と 。  

※ 協力先・ 予定する 再委託先も 上記認証制度を取得し ている 場合は、 同様に認証

書類の写し を含める こ と 。  

イ .  企画提案書（ 電子データ ）   １ 式（ 社名あり ・ なし 各１ 部）  

     上記アに記載の企画提案書を電子データ で提出し てく ださ い。  

ウ .  経費内訳書  １ 式（ 社名あり ・ なし 各１ 部）  

     経費内訳書の作成にあたっては、 上記４ に記載し た事業提案額の範囲内で積算し

作成し てく ださ い。  

② 提出期限 

令和７ 年７ 月 17 日（ 木曜日） 正午 

③ 注意事項 

ア.  提出さ れた企画提案書等は返却し ないも のと し ま す。  

イ .  企画提案書等の作成及び提出に必要な一切の経費は応募者の負担と し ま す。  

ウ .  企画提案書に記載さ れた提案内容に係る 一切の経費は全て事業提案額に含めま す。 

エ.  提出期限ま でに提出が無い場合は、 企画選定委員会への参加を辞退し たも のと み

なし ま す。  

 

11 企画選定委員会の開催及び審査方法について 

( 1)  実施日 

令和７ 年７ 月下旬を予定 ( 別途通知いたし ま す。 )  

( 2)  実施方法 

対面又はオンラ イ ン会議（ Mi crosof t  Teams 等） 予定 

( 3)  実施時間 

各社の開始時間等については別途通知し ま す。  

( 4)  実施方法 

応募者（ 各社４ 名以内） によ る プレ ゼンテーショ ンと し ま す。  

( 5)  説明方法 
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企画提案者は事前に提出し た企画提案書に基づき プレ ゼンテーショ ン及び質疑応答を

行ってく ださ い。 企画選定委員会当日、 審査員に対し て事前提出書類以外の資料を配布

する こ と は禁止し ます。  

 

12 審査基準について 

( 1)  審査基準 

別紙 3「 審査基準」 によ る 審査と し ま す。  

( 2)  選定方法 

企画提案者から のプレ ゼンテーショ ンの内容及び応募書類に基づき 厳正な審査を行い、

（ ３ ）の選定最低基準を満たし 、最も 評価の高い提案を行ったも のを選定し ま す。なお、

審査内容に関する 質問には一切お答えでき ま せん。  

( 3)  選定最低基準 

企画選定委員会の各審査委員の合計点数が満点の２ 分の１ 以上である こ と 。  

 

13 選定結果通知について 

プレ ゼンテーショ ン審査に参加し たすべての企画提案者に対し て、審査終了後、 速やかに

審査結果を通知し ます。 なお、 審査結果に関する 質問は一切お答えでき ま せん。  

 

14 選定さ れた企画提案者の責務 

  プレ ゼンテーショ ン審査によ り 選定さ れた企画提案者は、 別途、 実行委員会と の間で委託

契約を締結する も のと し ま す。  

 

15 その他留意事項 

( 1)  企画提案書作成に当たって第三者の著作権等に抵触する 恐れがある も のは、応募者の責

任において、 適切に処理し てく ださ い。  

( 2)  企画選定委員会の結果と し て、 参加者名、 合計評価点、 選定さ れた企画提案者の評価の

ポイ ント 等について、 企画選定委員会終了後に公表する こ と を予定し ていま す。  

( 3)  契約の締結に当たっては、 東京都の契約規程に準拠し 、 東京都契約事務規則第 37 条第

1 項に定める 東京都標準契約書を使用し ま す。  

( 4)  契約代金は、 履行完了後、 受託者から の請求書に基づき 一括し て支払いま す。  

 

16 問い合わせ先 

 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ実行委員会事務局 

 （ 東京都産業労働局観光部振興課内）  

 住所 〒163-8001 東京都新宿区西新宿二丁目 8 番 1 号 東京都庁第一本庁舎 19 階 

 電話  03－5320－4768 

 メ ールアド レス   S0000701@sect i on. met ro. t okyo. j p 
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（ 案）  

別紙 1-1 

応募届 

令和  年  月   日 

 

プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実行委員会事務局   御中 

当社は、プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実施業務委託の企画選定委員会に応募

いたします。 

 

  

商号又は名称 

代表者職氏名 

ふりがな    

    

    

本社所在地 
（〒             ） 

 

申
込
担
当
者
連
絡
先 

〔部署名〕  

〔担当者氏名〕  

〔所在地〕 
（〒             ） ※本社所在地と同じ場合は省略可 

 

〔電話番号〕   〔FAX 番号〕  

〔担当者携帯電話番号〕 
（緊急連絡用） 

 
〔メール〕  

その他 
□ 「プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実施業務委託 企画提案募集要領」６のエ 

   に記載されている事項を遵守することを誓約いたします。 

  

東京都受付番号   

営業種目   

格付等級・順位   

（代理人） 

代理人を設定している場合は、受付票と同様に記載してください。 

 代理人所在地 

 支店名等                           代理人名                  （印） 

↓東京都における 物品買入れ等競争入札参加有資格者である 場合に記入 
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（ 案）  

 

別紙 1-2 

会社概要・実績一覧表 

１ 会社概要 

貴社名 
 

営業年数 
 

総従業員数（人） 
 

 

                                     （単位：千円） 

資本金 
 

総売上高 
 

※ 金額は直近の決算時点で記入してください。 

 

２ 実績一覧（本案件の業務内容に類似する実績を官公庁等を中心に記入してください。） 
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（ 案）  

No. 実施時期 事業名 事業概要 契約金額 委託元 

1 
     

2 
     

3 
     

4 
     

5 
     

6 
     

7 
     

8 
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（ 案）  

別紙 2 

質問票 

 

質問受付期間：令和７年６月 30 日（月）～７月４日（金）正午必着 

 

件名 プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実施業務委託 

宛先 プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実行委員会事務局 宛 

メールアドレス S0000701@section.metro.tokyo.jp 

質問事項 

【募集要領、仕様書等文書名や番号などを記載して、質問箇所を明確にしてください】 

 

質問者 

（必ず記載） 

貴社名： 

担当者氏名： 

電話番号： 

【返信用】メールアドレス： 
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（ 案）  

別紙 3 

プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実施業務委託審査基準 

 

1
事業の全体像

（ 10点）

本企画の内容を 十分に理解し 、 全ての業務が網羅さ れた具体的な企画内容である か。

(A:10点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

イ ベン ト は仕様書に沿っ た内容で、 東京の魅力が効果的に伝わる と と も に、 来場者にイ ン パ

ク ト を 残せる 内容である か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

イ ベン ト プロ グラ ム の構成や会場レ イ アウ ト 、 オーディ エン ス 投票、 飲食ブース での提供内

容・ 場所について工夫が凝ら さ れ、 参加者を 飽き さ せない内容と なっ ている か。

(A:10点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

世界中から 多数の作品が集ま る よ う な募集方法であり 、 提案さ れたテーマと そのコ ンセプト

を 含め、 プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際大会と し てふさ わし い内容と なっ ている か。

(A:10点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

イ ベン ト は仕様書に沿っ た内容で、 西新宿エリ アへの来訪意欲が掻き 立てら れる コ ンテン ツ

内容や回遊性を 向上さ せる 仕掛けがなさ れている か。

(A:10点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

西新宿エリ アの団体や事業者・ 同時期のイ ベン ト 等と 連携し 、 エリ ア全体の賑わい創出や魅

力向上に繋がる 内容である か。

(A:10点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際大会への期待感を 抱かせ、 多数の来場に繋がる よ う な工夫

がなさ れている か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

目標数（ Ｋ Ｐ Ｉ ） が適切に設定さ れており 、 達成に向けた戦略的かつ効果的な広報・ プロ

モーショ ン活動が提案さ れ、 国内外メ ディ アへのアプロ ーチを 着実に実施でき る 体制や計画

と なっ ている か。

(A:15点、 B:12点、 C:9点、 D:6点、 E:3点）

進捗管理や効果測定、 改善策の提示等を 適切に実施でき る 具体的な提案と なっ ている か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

5

提案内容④

協賛の募集

（ 10点）

本委託業務の実施意義を 高める 協賛計画が提示さ れている と と も に、 高い実現性を 伴っ てい

る か。

(A:10点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

ト ラ ブルや予期せぬ事態も 想定し 、 円滑なイ ベン ト の運営が可能な人員配置等の体制が講じ

ら れている か。 本業務と 類似の業務内容、 規模感での実務実績、 経験値は十分である か。

(A:3点、 B:2点、 C:1点、 D:0点）

一般財団法人日本情報経済社会推進協会（ JIPDEC） が運用する  IS MS  適合性評価制度にお

ける  ISO/IEC27001  と 同程度の認証、 ま たは一般財団法人日本情報経済社会推進協会

（ JIPDEC） の認定する プラ イ バシーマーク と 同程度の認証を 取得し ている か。

(取得済:2点、 未取得:0点）

7
その他

（ 5点）

提案価格は妥当か、 経費内訳それぞれに妥当性はある か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

審査項目 評価の視点

2

提案内容①

プロ ジェ ク

ショ ン マッ ピ

ン グ国際大会

（ 25点）

4

提案内容③

広報・ プロ

モーショ ン

活動

（ 20点）

6

提案内容⑤

運営体制

（ 5点）

3

提案内容②

光のエン タ ー

テイ メ ン ト

（ 25点）
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（案） 
 

 

プ国実委第   号 

令和７年  月  日 

 

プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実施業務委託 

企画選定委員会設置要領 

 

（設置目的） 

第 1 条 プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実施業務委託（以下「業

務委託」という。）の企画・運営を委託する業者の選定については、企画提案方式と

し、企画提案を審議し選定するため、プロジェクションマッピング国際アワードＴＯ

ＫＹＯ実施に係る業務委託企画選定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 

（１）業務委託の企画提案について審査すること 

（２）業務委託の企画提案について選定すること 

（３）委員会の運営に関する重要な事項に関すること 

 

（組 織） 

第３条 委員会は、委員長及び委員をもって構成する。 

２ 委員長及び委員は、別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

３ 委員長は、必要に応じて、前項に定める者以外の者を臨時に委員として指名するこ

とができる。 

 

（委員長・議決等） 

第４条 委員長は、委員会を代表する。 

２ 委員長に事故があるときは、委員による協議の上その職務を代行する者を決定する。 

３ 委員会は、決議について特別の利害関係を有する委員を除く委員の半数以上の出席

がなければ開くことができない。 

４ 前項の決議について特別の利害関係を有する委員は、議決に加わることができない。 

５ 議決事項は、出席した委員（代理出席を含むが、当該事項について議決に加わるこ

とができるものに限る。）の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決す

るところによる。 

６ 委員長が不在の場合は、委員長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

７ 緊急やむを得ない事情があり、委員会を開催できない場合には、書面による持ち回 

りの方法により決定することができる。 

８ 会議はオンラインによる実施を妨げないものとする。 

 

資料3－3



（案） 
 

 

（委員会の事務） 

第５条 委員会の事務は、プロジェクションマッピング国際アワードＴＯＫＹＯ実行委員

会事務局が処理する。 

 

（その他） 

第６条 本要領に定めのない事項については、委員長が定める。 

 

 

附 則 

この要領は、令和７年 月 日から施行する。 

   

資料３ －３



（案） 
 

 

別表 

委員長 東京都産業労働局 観光部 振興課長 

委員 

新宿区 文化観光産業部 文化観光課長 

公益財団法人東京観光財団 地域振興部長 

一般社団法人新宿観光振興協会 事務局長 
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（ 案）  

７ プ国実委第  号 

令和７ 年  月  日 

 

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実施業務委託 

企画選定委員会審査要領 

 

（ 目的）  

第 1 条 こ の要領は、プロ ジェ ク ショ ンマッ ピング国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実施業務委

託企画選定委員会設置要領第２ 条（ １ ） 及び（ ２ ） に定める 審査及び選定の方法に関

し て必要な事項を定める こ と を目的と する 。  

 

（ 審査及び選定）  

第２ 条 審査は、 プレ ゼンテーショ ン審査によ り 行う 。  

２  事業者から の企画提案書及びプレ ゼン テーショ ン を プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ

国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実施業務委託企画選定委員会（ 以下「 選定委員会」 と いう 。）

の委員が審査する 。  

３  審査項目は別紙「 採点表」 の通り と する 。  

４  審査の結果、 委員全員の合計点を算出し 、 最も 合計点が高い事業者を選定する 。 た

だし 、最も 高い合計点を得点し た事業者が満点の２ 分の１ を下回った場合は再募集と

する 。  

５  審査項目の合計得点が同点の場合は、審査委員の協議によ り 選定委員会委員長が順

位を付し 、 最上位であったも のを選定する 。  

６  前５ 項の審査及び選定について特別の利害関係を有する 委員は、審査及び選定に加

わる こ と ができ ない。  

 

（ その他）  

第３ 条 こ の要綱に定める も ののほか、 必要な事項は別に定める 。  

 

 

附 則 

こ の要領は、 令和７ 年 月 日から 施行する 。  
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別紙

A社 B社 C社 D社 E社

1
事業の全体像

（ 10点）

本企画の内容を十分に理解し 、 全ての業務が網羅さ れた具体的な企画内容で

ある か。

(A:1 0点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

10

イ ベン ト は仕様書に沿った内容で、 東京の魅力が効果的に伝わる と と も に、

来場者にイ ン パク ト を 残せる 内容である か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

5

イ ベン ト プロ グラ ム の構成や会場レ イ アウ ト 、 オーディ エン ス 投票、 飲食

ブース での提供内容・ 場所について工夫が凝ら さ れ、 参加者を飽き さ せない

内容と なっている か。

(A:1 0点、 B: 8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

10

世界中から 多数の作品が集ま る よ う な募集方法であり 、 提案さ れたテーマと

そのコ ンセプト を含め、 プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際大会と し てふさ わ

し い内容と なっ ている か。

(A:1 0点、 B: 8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

10

イ ベン ト は仕様書に沿った内容で、 西新宿エリ アへの来訪意欲が掻き 立てら

れる コ ンテン ツ 内容や回遊性を 向上さ せる 仕掛けがなさ れている か。

(A:1 0点、 B: 8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

10

西新宿エリ アの団体や事業者・ 同時期のイ ベント 等と 連携し 、 エリ ア全体の

賑わい創出や魅力向上に繋がる 内容である か。

(A:1 0点、 B:8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

10

プロ ジェ ク ショ ンマッ ピ ン グ国際大会への期待感を 抱かせ、 多数の来場に繋

がる よ う な工夫がなさ れている か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

5

目標数（ Ｋ Ｐ Ｉ ） が適切に設定さ れており 、 達成に向けた戦略的かつ効果的

な広報・ プロ モーショ ン活動が提案さ れ、 国内外メ ディ アへのアプロ ーチを

着実に実施でき る 体制や計画と なっ ている か。

(A:15点、 B: 12点、 C:9点、 D:6点、 E:3点）

15

進捗管理や効果測定、 改善策の提示等を適切に実施でき る 具体的な提案と

なっ ている か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）

5

5

提案内容④

協賛の募集

（ 10点）

本委託業務の実施意義を高める 協賛計画が提示さ れている と と も に、 高い実

現性を 伴っている か。

(A:1 0点、 B: 8点、 C:6点、 D:4点、 E:2点）

10

ト ラ ブルや予期せぬ事態も 想定し 、 円滑なイ ベント の運営が可能な人員配置

等の体制が講じ ら れている か。 本業務と 類似の業務内容、 規模感での実務実

績、 経験値は十分である か。

(A:3点、 B:2点、 C:1点、 D:0点）

3

一般財団法人日本情報経済社会推進協会（ JIPDEC） が運用する  ISMS 適合性

評価制度における  ISO/IEC27001  と 同程度の認証、 ま たは一般財団法人日本

情報経済社会推進協会（ JIPDEC） の認定する プラ イ バシーマーク と 同程度の

認証を 取得し ている か。

(取得済:2点、 未取得:0点）

2

7
その他

（ 5点）

提案価格は妥当か、 経費内訳それぞれに妥当性はある か。

(A:5点、 B:4点、 C:3点、 D:2点、 E:1点）
5

100

プロ ジェ ク ショ ン マッ ピ ン グ国際アワ ード Ｔ Ｏ Ｋ Ｙ Ｏ 実施業務委託

採点表

審査項目 評価の視点 配点 備考、 想定質問

合計得点

2

提案内容①

プロ ジェ ク

ショ ンマッ ピ

ング国際大会

（ 25点）

4

提案内容③

広報・ プロ

モーショ ン

活動

（ 20点）

6

提案内容⑤

運営体制

（ 5点）

3

提案内容②

光のエン タ ー

テイ メ ン ト

（ 25点）

資料３ －４


